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コロナ放電処理による繊維改質

解野誠司・ 大萩成男・ 由良好史・ 石徹白博司＂ 山東幸司．． 上田充夫…

密閉系を必要とせず，放俎処理効果が得られることが特徴であるコロナ放電を

利用し ，染色仕上1Jll丁．丁程の種々のプロセスにおいて，低環境負荷，省エネルギ

ーが期待できる乾式処理技術としての応用あるいは新規な繊維加工法への展開の

可能性について検討した実験には，拡布状述続処理が可能な線対円筒型霜極型式

のコロナ放電処理装竹を用い，綿牛機に対する親水化効果と種々の放電処理条件

との関係の杷握し，また，羊毛ニット牛地のインク ジェッ トプリント前処理とし

ての発色性向上および堅ろう性向上効果を確認した．

1 緒言

放咀電離気体を利用した表面処理枝術は，水およ

び化学薬品を用いずに乾式系で各種材料表面を改笠す

る事が可能であり，省エネルギー，低公害技術として

注目されている．放俎電離気体中の活性種が碁質表面

と反応し，被処理物表而を物理的，化学的に改質する．

真空放電であるグロー放電や大気圧放電であるコロナ

放電などにより，系の温度が常温程度の放電電離気体

状態が得られる．これを用いる処理技術が ，裔分子材

料の表面特性の改質に利用されている繊維加工分野

においても使用されている用水，加工薬剤および染

色助剤の低減の要求が強く，放霞咀離気体の利用はこ

の要求に対する有効な解決策の一つになると期待され

ている．

コロナ放俎は，大気圧下において狭い電極間にかけ

られた俎気が，大気の絶縁を破って放電する際に生成

する部分的に電離した放電である．放電のスパークが

Iワイヤー型放電電極 I

1ロール型対向電極 I

図1 線対円筒電極型連続式コロナ放電処理装置概念図

＊生活産業部 ＊＊（株）山東鐵工所 ＊＊ ＊京都工芸絨維大学

小さく ，スパークの空間的な分布密度や時間的な頻度

が低いと，大気圧下で雰囲気温度が常温程度の有機材

料処理に適した放俎亀離気体を得ることが出来る．放

電下ではオゾンやラジカル，電子，紫外線など高エネ

ルギーの物理的環境が生成している ．このような環境

下に高分子を通過させる事で，表面改竹が可能で，高

分子フィルムの接沼性や印刷特性の改普などにすでに

実用化されている繊維についても天然繊維の表面改

竹を 中心として検討されている ＇＼コロナ放電処理装

置は，真空系の放電処理装i行等と比較して，装府が簡

便であり，連続処理も容易に行う ことが出来る事が特

徴である．

2 綿生機織物の親水化

2. 1 綿の梢練に対する放電処理の応用

綿繊維の主成分であるセルロースは優れた親水性を

有しているが，原綿繊維には綿ろう等の疎水性央雑物

が含まれており，綿生機織物は非常に水になじみにく

い性質を有している ．粕練によって疎水性交雑物を除

去し，セルロース本来の高吸水性を引き出すことは加

工性能および消牲性能において頂要な意味を持つ．従

来のアルカリ水溶液による籾練に代わり，真空系グロ

ー放俎処理により精練効果を得る方法はすでに検討さ

れており，実用的規模の綿生機織物前処理用グロー放

電処理装訊＇として，パッチ式処理機 ”あるいは連続式

処理機”が提案されている．未籾練綿繊維に対するコ

ロナ放電処理に関しては，紡組性の向上と糸の強疫向

上の効果に主眼を囲いた検討例が多く，精練や染色に

剥連する検討例は少ない．特に ，綿生機布吊のコロナ

放屯による連続処理に関する報告例は兄受けられない＂．

2.2 実験

図1には本研究で用いたコロナ放電処理装囲の放電

部の概念図を示した．俎極の形態は，線対円筒型コロ

ナ放電であり，放電領域に被処理物を通過させること
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図2 コロナ放電処理綿生機織物の喝酎性

放電出力 0.67kW/m 電極間隙 5mm 
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図3 コロナ放電処理綿生機織物の吸水性

放電出力 0.67kW/m 処理速度 2mm/min 
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20回
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図4

電極間隙

同一投入放電電力での処理条件と液滴浸透時間の関係

で述続処理を行うことが可能である．処理条件として，

放電出力．処理速度，電極間隙が可変である ．被処理

物には綿プロ ード生機を用いた．親水性は、JIS L1096 

6. 26に準じて、水液滴没透時間により評価した．

2. 3 結果と考察

図 2には処理速皮を変えてコロナ放電処理を行っ

た綿生機織物の液滴没透時間を示した．水液滴没透を

示さず吸水性の低い未処理綿生機織物に対して．放電

処理により吸水性が向上し，処理を繰り返すことで瞬

間濡れまで吸水性の改質が可能であることが認められた．

図3には霞極間隙を変えてコロナ放電処理を行った

綿生機織物の吸水性を，図 4には同一の投入放電電力

で処理を行った綿生機織物の種々の処理条件と液滴浸

透時間の関係を示した．図 2~ 4から，電極聞隙が狭

いほど，また処理速度が遅いほどエネルギー効率の良

い処理が可能であると認められる ．繊維材料用コロナ

放軍処理機設計の指針として，エネルギー効率を求め

るのであれば，放電処理段数を増やすよりも，処理速

度を落とすことが効率的であると考えられる ．また処

理の森速化が必嬰であれば処理段数の多段化が必要で

あると考えられる．
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3 羊毛製品のインクジェットプリントの前処理への

応用

3. 1 水性ビグメントレジン系インクジェットプ

リントの問題点

水性ピグメントレジン系インクジェットプリント

は染料系インクジェットプリントと比べて，再現でき

る色領域が狭く，発色性が劣る欠点を有 しているもの

の， 印捺固行工程後の水洗工程が不必要な特徴があり，

洗浄設備を持たない染色加工業者以外への導入も容易

である ．和歌山県下では，ニット製造業者が製品の付

加価値向上のために水性ピグメントレジン系インクジ

ェットプリントを導入する場合が多い．水性ピグメン

トレジン系インクを疎水性繊維に適応する場合，特に

発色性の低さ，堅ろう性の低さが瀕哨であるとの指摘

を受ける．このIl1)閣の対策としては，没透剤や架橋剤

の添加等のインク処方改良による対応も考えられるが，

エマルジョンの安定性やヘッドでの目詰まり等の問題

も解決しなければならない．そこで，コロナ放俎処理

による繊維の表面改質による検討を行った．

3. 2 実験

試料には未粕練の羊毛天竺を用いた．インクジェ

ットプリントには120dpiピエゾ型ヘッドのプリンタを

用い，綿ニット用ピ グメントレジンインクを印捺した．

表面改竹効果は水液滴浸透時間とXPSスペクトルに

より確認した発色性は分光測色計により，分光反射

率を測定し、 K/S値および色彩バラメーターをね出

した．昭ろう性評価は，特に低堅ろうであると指摘さ

れているドライクリーニングに対する幣ろう度を、

JIS L0860に準じて評価した．

3. 3 結果と考察

図 1には，コロナ放俎処理した羊毛の C，．スペクト

ルを示したコロナ放俎処理によって285eVより揺エ
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図5 コロナ放電処羊毛のC,sスペクトル

放電出力 1.33kW/m電極間隙 10mm
処理速度 3m/min処理回数 12回

ネルギー側のスペクトル強度が相対的に大きいことが

認められる ．こ れはコロナ放屯処理によって羊毛繊維

表面において水酸基，カルポキシル基等の官能基が増

加 している事を示唆しており，繊維表面が親水性に改

質されていると考えられる ．表 1にコロナ放電処埋羊

毛ニット生地のピグメント レジン系インクジェットプ

リントにおける発色性と堅ろう性を，表 2には色彩パ

ラメータを示した処理により液滴没透性が改良され，

発色性も向上している ．またドラ イクリーニングに対

する堅ろう性向上も認められる．よって，羊毛製品の

水性ピグメントレジン系インクジェットプリントにお

ける問題解決にコロナ放電前処理による親水化は有効

であり，簡便な乾式系の表面改’頁法であるので，実用

性は極めて高い応用技術であると考えられる ．

表1 コロナ放電処理羊毛ニットのピグメントレジン系イン

クジェットプリントにおける発色性と堅ろう性

未処理 コロナ放電処理

液滴浸透時問 浸透せず

発色性 K/S......, 2. 0 

ドライクリーニング

（石油系）堅ろう度 2級
変退色

放電出力 1.33kW/m 電極問隙 10mm 
処理速度 3m/min 処理回数 12回

10秒

4.6 

3-4級

表2 コロナ放電処理羊毛ニットのピグメントレジン系イン

クジェ ットプリントにおける発色性

CIELAB表色系バラメ ータ
処理回数

L* a* b .. c* h 

゜
59.4 38.8 8.5 39.7 12.3 

4 53.7 48.7 8.4 49.5 9.7 

12 52.8 51.0 8.7 51.7 9.7 

24 53.0 51.3 8.6 52.0 9.5 

放電出力 1.33kW/m 電極間隙 10mm 
処理速度 3m/min 

参考文献

l)上田充夫，解野誠司，染色工業， 45,24 (1997). 

2)後藤徳樹 ，脇田登美司， 中西籐司夫，太田泰史，

絨維学会誌， 48,133 (1992). 

3)石徹白捕司，繊維加工， 49,28 (1997) 
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不飽和ポリエステル樹脂の
マクロモノマーによる硬化及び押出成形

久保田静男、前田拓也

不飽和ボリエステルのマクロモノマーによる硬化をレオメーターを用いて

検討し，硬化及び三次元網 目構造の制御を試みた ．そして三次元網目構造の

硬化樹脂の物性に及ぼす影響を検討した．ボリエステルマクロモノマーは市

販品4種類，合成品2種類の合計6種類を用いて舷尉した．その結果，スチレ

ン単独による硬化よりもマ傍磁塾ゑ遵及紐方＇が匪牝紀要する時間が長くなり，

硬化温度輻も大きくなった．マクロモノマー硬化不飽和ボリエステル樹脂は

スチレン硬化樹脂に比して，曲げ破断たわみが大きくなり， Tgは10~30℃低

くなり，栢かけ点間平均分子蚊はスチレン硬化樹脂の193より大きくなった．

1.緒 百

最近，ピニル系ネットワ ークポリマーにおける網目

構造制御を目的に，多官能ピニルモノマーのラ ジカル

重合での三次元化機構が研究され，ピニルモノマーの

長鎖アルキル甚の立体効果及び極性効果を利用した架

梢反応の制御が報告されている） ".そして以前に ，

不飽和ポリエステル（ポリエステルフマレート）のス

チレンによる硬化がFf-IR",DSC'"を用いて研究さ

れている．

いて検討し，硬化及び網目構造の制御を試みた．そし

て網目構造の硬化樹脂の物性に及ぼす影評を検討した．

2.実験

従来より，不飽和ポリエステルは一般にスチレンに

より硬化（架栂）して三次元網目構造の熱硬化性樹脂

としている．そして脆いと言う欠点があるため，繊維

強化プラスチック (FRP)として使用される令・またごの

樹脂は熱可塑性樹脂のように熱で流動しなく、硬和ゲ

ルは脆いために押出成形は行われていない．そして硬

化時の収縮，注迎成形での也裂も問穎である．

不飽和ポリエステルは大日本インキ化学工業（株）

製のスチレンを含まないポリエステルフマレー

ト（Mn=2,054,Mw=5,953)を用いた（表1)．モノ及

びピスピニ）レペンジルポリプロピレンフタレートはボ

リエステルのカルポキシ末端のクロロメチルスチレン

でのエステル化‘)により合成した．力）レポキシ両末端

ボリエステルはヒドロキシ末端にピリジン中で無水

フタル酸を反応させて合成した．そしてIR,'HNMR,

"CNMRにより同定した他のマ クロモノマーは市販

品を用いた＾表1にポリエステルマクロモノマーの分子位

を示す、分苓はは40℃,THF溶媒でGPCにより測定した．

硬化挙動は（株）レオロジ社製MR-300レオメータ

ーにより測定した．硬化樹脂の動的粘弾性はセイコー

インスツ）レメンツ製DMS210により測定した．ガラス

転移点 (Tg)はtano (lOHz)のピーク温度より求めた．

不飽和ポリエステルをマクロモノマーで架栂（硬化）

させることにより架梢聞距離が大きくなり，硬化樹脂

の脆さが改善され．硬化ゲルの
表1 実験に用いたポリエステルマクロモノマー

脆さも無くなり流動性が増すた

め，押出成形が可能となると考 No 化学構造 会社 名 称 Mn 

えられる ．またマクロモノマー
1 ポリエステルジメタクリレート 東亜合成 ァロニックスM6300 470 

は二重結合の占める割合が小さ
2 点リエステルジアクリレート 東亜合成 ァロニックスM6400 1,636 

いため．必然的に重合による収
3 ポリエステルウレタンジメタクリレート器i中村 NKオリゴU122M 2,610 

縮も小さくなり、硬化時間が長
4 ポリエステルウレクンジメククリレート器i中村 NKオリゴU200MX5,629 

くなれば，亀裂が防止できると
5 モJピニルベンジルボリプロピレンフクレート 1,330 

考えられる．
6 ビスピニルペンジルボリプロビレンフタレート 1,271 

このようなことから，不飽和
7 ジアリ）レフタレートプレボリマー ダイソー ダイソーダップ 8,665 

ボリエステルのマクロモノマー
8 ジアリ）レイ‘)7クレートブレポリマー ダイソー ダイソーイソダップ 10,469 

による硬化をレオメーターを用
9 不飽和ポリエステル 大日本インキ MR8141 2,054 

材料技術部
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Mw 

679 

2,868 

3,949 

11,026 

2,114 

2,246 

42,570 

153,769 

5,953 



表2

｀ 
不飽和ポリエステルのマクロモノマーによる硬化挙動

時間分数， 80℃ 
No開始時間貯蔵弾性率

秒 Pa
終了時間貯蔵弾性率

秒 Pa
硬化時間

秒

温疫分散， 25℃→125℃、 2℃／分
開始温度貯蔵弾性率終了温度貯蔵弾性率

℃ Pa ℃ Pa 
硬化温度幅

℃ 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

2
5
2
5
2
3
2
0
2
5
2
1
2
3
2
2
2
 

語
1
5
7
2
2
1

2

5.07x10' 
攣 103
8.78xl03 
9.53x10' 
8.05x10' 
5.15x10' 
8.44x10' 
4.69x10' 
l.15x10' 

5
2
9
2
2
2
2
2
2
2
2
 

8
9
1
7
0
0
8
2
8
4
7
4
6
7
8
0
 

9

9

9

9

9

 

3
2
4

1

1

 

1.0lxlO鼻

7.79x10a) 

1.00xlO' 
9.79x107") 

1.00xlO' 
1.00xlO' 
1.00xlO' 
l.OOxlO' 
1.00xlO' 

710840620

醤
590630640580

?
5
1
5

ふ

1
,
L

748872

蜘
言
累
血

4.78x10' 
3.62x10' 
7.00xlO' 
位 3x10”
嘉睾xlO'
6.41x10' 
8.34x10°'1 
3.16x10' 
6.34x10' 

90.8 
124.7 
100.8 
108.7 
98.7 
94.7 
104.7 
102.7 
94.7 

l.OlxlO' 
9.06x10"1 
l.OOxlO' 
l.04x10' 
1.02x10. 
l.02x10' 
l.03x10' 
l.02x10' 
1.09x10' 

1
9
1
0
0
9
9
0
1
 

瓦

祁

認

認

n
n磁
祁

ui

a)不飽和ポリエステル35.0g(0.lgー当屈） ，マクロモノマー20.0g(No. 5, 6; 10.0g),スチレン20.8g(0.2モル）
開始剤BPO 0.5g+t-BPB 0.5g, 
No.9 不飽和ボリエステル30.0g,スチレン20.0g,スチレン／ （不飽和ボリエステルのフマレート単位）モル比＝2.24

b) 10'ォーダーにならなかった。
c)次のプロ ットが10”オーダーになる。

(Tg+40)℃の貯蔵弾性率より(E')次式のゴム弾性理

論式を用いて梢かけ点問平均分子拭＂（Mc)を求めた．

E1=3 ~ dRT／Mc 

¢ ：フロント係数， d：密度， R：気体定数，

T:絶対温瓜

樹脂の押出成形の予備試験は田端機械工業（株）

のラム押出試験機（プランジャー型）で行った．

3.結果と考察

マクロモノマーによる不飽和ボリエステルの硬化挙

動を， 80℃一定での時間分散及び25℃から 125℃まで2

℃／分で昇温した温度分散により測定した．その結果

を表2に示す．貯蔵弾性率G1(Pa) が10・のオーダーに

なる手前のプロットを硬化開始時間，硬化開始温度と

し， 1がのオーダーになるプロットを硬化終了時間，硬

化終了温度とした

表2より，スチレン単独による硬化よりもマクロモノ

マーによる硬化の方が硬化に要する時間（硬化時間）

が長くなり，硬化温疫幅も大きくな った．合成した

No.5, 6のスチレン末端ポリエステルマクロモノマー
I ↓ • • LJ  9 

は他厖マ’令＂茨窄ノマ ー20.0g

に対して10.0g用いたので，

硬化時間、硬化温度幅の増
.―・ 

加は小さ｝えが，効果はあ っ

た．またジアリルフタレー

ト プレポリマー ，ジアリ

ルイソフタレート プレポ

リマーもスチレン硬化に比

して硬化時間が長くなり ，

硬化温度幅も大きくなった．

これらの効果はマクロモ

ノマーの排除体積効果によ

ると考えられる．

不飽和ポリエステル35.0

表3

g (O.lg-当品） ．マクロモノマー20.0g (No.5,6は10g),

スチレン20.0g (0.2モル）の樹脂組成で開始剤にBPO

O.Sg+t-BPB 0.Sgを用いて ，プレキュア70℃x2時聞．

ボストキュア120℃x2時間で注型成形した．なお，ス

チレン硬化樹脂No.9は不飽和ポリ エステル30.0g,ス

チレン20.0g,スチレン／ （不飽和ボリエステルのフ

マレート単位）モル比＝2.24である．表3にプレキュア後，

ボストキュア後の曲げ強度を示す．

表3より，プレキュアの樹脂の曲げ強度はNo.2,5,6

の樹脂では破断たわみが大きく測定できず． 他の樹脂

も破断たわみが大きくなり ，硬化ゲルの脆さがマクロ

モノマー硬化により改善されていると考えられる ．

ポストキュア後の樹脂の曲げ強度はマクロモノマー

の性質を大きく反映した．そしてマクロモノマーの分

子駄が大きくなると，破断たわみが大きくなった．

ジアリルフタリート．ジアリルイソフタレート樹脂

は架梢間距離が小さく脆いと言われている．やはりこ

のプレポリマーでの硬 化 樹脂は破断た わ み は

l.28,2.15mmと小 さく，曲げ強度も小さかった．

マクロモノマー硬化不飽和ポリエステル樹脂の曲げ強度

池

プレキュア後の強度

曲げ強度 曲げ弾性率
MPa GPa 

破断たわみ
mm 

ボストキュア後の強度

曲げ強度 曲げ弾性率
MPa GPa 

破断たわみ
mm 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

31.4 0.571 4.26 

たわみが大きく、破断せず、測定不能

38. 7 0.443 8.06 

11.4 0.121 11.24 

たわみが大きく、破断せず、測定不能

たわみが大きく、破断せず、測定イ涌能

8.5 0.502 1.11 

13.6 0.512 2.03 

100.0 

44.1 

51.9 

15.3 

79.0 

114.0 

11.9 

21.5 

92.0 

3.806 

1.553 

0.637 

0.176 

4.390 

4.680 

0.618 

0.825 

4.350 

4.88 

5.49 

8.15 

16.76 

3.32 

4.89 

1.28 

2.15 

4.13 
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表4にマクロモノマー硬化不飽和ボリエステル樹脂

O)Tg, 25℃, (Tg+40)℃での貯蔵弾性率，栢かけ点

間平均分子拭を示す．

表4 硬化樹脂のTg,動的粘弾性特性値 (10Hz),

橋かけ点間平均分子量

Tg 
貯蔵弾性率 (E1)Pa 梢かけ点間

No 
℃ 平均分子拭

2 5℃ (Tg+40)℃ 

1 109 7.03xl0' 4.28x10' 246 

2 115 3.49x10' 4.92xl0" 2,169 

3 1 18 4.98xl09 2.44x10' 440 

4 127 2.43x10' l.67x10' 940 

5 121 5.88xl09 3.56x10' 304 

6 122 6.29x10' 3.0lxlO' 361 

7 143 5.2lx10' 3.77x10' 301 

8 132 5.67x10' l.04xl01 107 ， 138 6.54x10' 5.82x10' 193 

表4より，Tgはスチレン硬化樹脂の138℃より 10~30

℃低くなり ，橋かけ点間平均分子獄はスチレン硬化樹

脂の193より大きくなった． 25℃の貯蔵弾性率はマク

ロモノマーの分子拡に少し影響されるが，ゴム領域で

は大きく影野され，特にアクリル系では大きく減少し

た．

ジアリルフタ レート ，ジアリルイソフタレートでは，

Tgは143,132℃と高く ，栢かけ点間平均分子紐はジア

リルイソフタレートでは107と小さくなった．

マクロモノマー配合不飽和ボリエステル樹脂の押出

試験を田端機械工業（株）ラム押出試験機で試験した．

その結果を表5に示す．

表5より，シ リン ダー径28mmでノズ）レ径6mmの場

合は押し出しができず，ノズル径2mmの場合はできた

速度は遅い方が良好に押し出せた．シリンダー温度は

室温，ノズル温度は50,60,70, 75,80℃のいずれの場合

も押し出せた．

4結 論

不飽和ボリエステルのモクロモノマーによる硬化は，

スチレン硬化に比して硬化に要する時間が長く，硬化

温度幅も大きくなった．この硬化の制御により注型成

形での也裂は防止できると思われる ．

そして硬化ゲルの脆さが改善され，不飽和ポリエス

テル樹脂の押出成形が可能となった．枠状に押し出し，

カットしてポタンを製造すれば，従来の遠心成形法で

の打ち抜き屑が出なくなり，ポタン製造時の産業廃棄

物の80％は削減できる ．また不飽和ポリエステル樹脂

の押出成形は全く新しい成形法であり，この押出成形

表5 プランジャー型押出成形試験＂

押出速度 押出ノズ）レ径 (mm)

(mm/sec) 

6 2 

55 X X 

29 X 

゜14 X ◎ 

a)28mmシリンダー，圧力26.97MPa,

シリンダー室温，ノズ）レ50,60,70, 75,80℃ 

x 押し出しできない

〇 押し出しできる

◎ きれいに押し出しできる

により，新製品の開発がでぎる．

マクロモノマー硬化不飽和ポリエステル樹脂はス

チレン硬化樹脂に比べ，曲げ破断たわみが大きく，

Tgはスチレン硬化樹脂の138℃より10~30℃低くなり ，

橘かけ点間平均分子鼠はスチレン硬化樹脂の193より

大きくなったこれにより硬化樹脂の脆さは改普され

た．

マクロモノマー硬化ゲルの流動性はフローテスタ

ーにより、硬化樹脂の破壊靱性 (K,c) については三

点曲げ試験により今後測定の予定である ．

ジイソプロピルフマレート (M,)とスチレン，メ

チルアクリレート，メチ）レメタクリレート (M,)の

ラジカル共重合反応性比はそれぞれr,=0.40,r,=0.055;

r,=l.9,r,=0.091 ; r,=23,r,=0.17であり，今後共重合性の

良いスチレン末端ボリエステルマクロモノマーを合成

し，史に不飽和ボリエステルのマクロモノマーによる

硬化を研究する予定である．
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myoーイノシトールフェルラ酸エステル誘導体

の合成および活性酸素産生抑制能

細田朝夫・ 野村英作・ 村上明•• 小清水弘一．． 谷口久次・

要 旨

こめぬかから得られるmyo＿イノシトールとフェルラ酸を利用し， 7種類の新規なmyoーイノシトールフ

ェルラ酸エステル誘祁体を合成した。これら 7種類の化合物について，分化HL-60細胞を用い，発がんプロモー

ターである12-0-tetradecanoylphorbol-13-acetate(TPA)により誘起される活性酸索（Oヴ産生の抑制効果を検討

したその結果， 3,4,5,6-tetra-O-acetyl-1,2-di-O-[ 3-(4'-acetoxy-3'-methoxyphenyl)-2-propenoyl ]-myo-inositol(5) 

が最も強い抑制効果を示すことが明らかとなった．また，フェルラ酸，フェルラ酸エチル，フェルラ酸メチル

では効果がないことから ，0z―産生抑制の効果は，フェルラ酸と Illy0ーイノシトールとの結合が里要な要索で

あることが示唆された

1.緒言

近年，多様な天然・合成化合物に発がんを抑制する

可能性のあることが明らかにされ，発がん予防に有効

な化合物の探索研究が活発に行われている ．

発がんは ，イニシェーシ ョン，プロモーション ，プ

ログレッションの少なくとも 3段階からなることが報

告されている い 発がん予防の手段としては，これら

の過程のうち．可逆性を示し，その成立に長期間を要

するプロモーション過程を抑制することが有効な方法

と考えられている ＂．そして．このような発がんプロ

モーション抑制物質としては．活性酸素(0,―)の産生

を抑制するか ，あるいは生成した 0,―を消去する抗酸

化物釘が有望であり，これまで多くの化合物が報告 さ

れている”.

そこで，我々は，こめぬかから得られる抗酸化性物

質であるフェルラ酸（1）に名目し ，同じくこめぬかか

ら得られ ， 生体内で頂要な働きを祖っているm y o•イ

ノシトール(2)との組み合わせにより ，抗酸化性を有

する新規な生理活性物質の創製を目的とする検討を閲

始した．今回はmyoーイノシトールの1,2位， 3,6位の

ヒドロキシル碁にフェルラ酸を導入した化合物をター

ゲッ'.卜とし，これらの合成と， 0，―産生抑制能につい

て検討を行った．
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＊化学技術部 ＊＊近幾大学生物理工学部

2.実験

2. 1 合成

フェルラ酸(1)およびmyoーイノシトール(2)は築野食

品丁業（株）より提供された物を用いた．合成用試薬

は市販品を購入し使用した．溶媒類は常法により精製

した物を使用した，• 金成により褐丘立た化合物は

NMR,IRによい椙滋を殺淀し危．W絹翠漿定はバリアン

社製unityplus400(400MHz)を用い． IR測定には日本

分光IR-810を用いた．

2. 2 0,―産生抑制試験＂

ヒト前骨髄性白血病細胞HL-60はジメチルスルホキ

シド(DMSO)処理によ って顆粒球用細胞へと分化し，

分化したHL-60細胞は ，発がんプロモーターである

12-0-tetradecanoylphorbol-13-acetate (TPA)の剌激に

より 0,―を産生する．この系に100μ Mの試料溶液を

添加し， 30分後の O2―絋をシトクローム c法により測

定し， 0?＿産生抑制率(inhibition)を勾出した．

細胞毒性（Cellviability)測定は ， トリ パ ンプル一色索

排除法を用いた．

3.結果と考察

3. 1 myoーイ）シトール7l,.,9酸lステル誘導体の合成

まず，合成の鍵となるIlly0ーイノシトール誘導体3

'8を文献＂ 6'に従い合成した．次に，フェルラ酸は

2段階の反応により酸クロリド誘導体4へと変換した．

これらの化合物を用い， Sceme1, 2に従い，新規な

7種類のIlly0 ーイノシトールフェルラ酸エステル誘

導体5,6,7,9,.10,11,12を合成した．これらの構造は

NMR, IRにより確認，決定した．収率はSceme1, 2 

に示した通りで，いずれも良好な収率であった．
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Scheme 1. Reagents and conditions:(a)Et.N,4-DMAP,CH,CI,,rt;(b)NH,NH, ・H,O,MeOH,rt; 

(c)Py,4-DMAP,CH,Cl,,rt. 
OAc 

8
 

4
 ，

 

OAc 

HJ 
o
e
H
.
 

O

H

~

 

H
 ゜

，
 12 

5
 

H

咲
O
O
A
c

•H 

ーー

Scheme 2. Reagents and conditions:(a)Et.N,4-DMAP,CH,Cl,,rt;(b)NH,NH, ・H,0,MeOH,rt; 

(c)80% CH,COOH aq, reflux. 

-8-



0
0
8
8
0
7
0
6
0
8

心

刃

2
0
1
0
0

（

ゞ

）

A
日吾
2
-
0
3

（

ゞ

）

u

o

l

-

l

q
Z
U
I

（⇒ Cell viabili<y一Inhibition

5
 

6
 

7
 ，
 

10 11 12 13 14 15 

凡

5

COO'

言
℃

1: R,•H R,零 H

13: R1 :H R2■COC店

":R,.CH, R• • H 

15:R1■CIや H, Rp H 

Figure 1. Inhibitory effects offeruloyl-myo-inos如l吟m即unds~TPA如duced0,-generation in differentiated Hし60
Cells (test compounds were added at a concentra往狐ば笈tpμM)、
Data are shown as the mean value of duplicate experiments. 

3. 2 0,―産生抑制試験

今回合成した新規な 7種類のmyoーイノシ トール

フェルラ酸エステル誘専体5,6,7,9,10,11,12について，

分化JjL-60細胞を用いたTPA誘起02―産生の抑制効果

および細胞毒性の実験を行った．その結果をFigure1 

に示した

この結果から， 7種類のmyoーイノシトールフェ

ルラ酸エステル誘導体のうち， 3,4,5,6-tetra-O-acetyl-

1,2-di-0-[3-(4'-acetoxy-3しmethoxyph enyl)-2-

propenoyl]-myo-inositol (5)が最も強い0,―抑制効果を

示し， lOOμMではほぼ100％生成を抑制すことが明ら

かとなったそして，フェルラ酸(1)およびフェルラ

酸誘導体13~15"では効果がないことから， 0,―産生

抑制の効果は ，フェルラ酸と myoーイノシトールと

の結合が直要な要素であることが示唆された．

さらに， myoーイノシトー）レフェルラ酸エステル誘

導体の構造相関活性については，

l)my oーイノシトールの2位にフェルラ酸を有する

2)ヒドロキ シル碁が全てアセチル碁で保護さ れている

ことが活性発現に関与することが示唆された．

以上から，今回の実験系での活性発現には會分召の

疎水性に連動した細胞内への分子の取り込みがポイン

トであること，そして，取り込まれた化合物の分子構

造が活性に大きく寄与することが推察された．

さらに，これまでフェルラ酸誘導・体の抗酸化機能につ

いては，生成した0,―の消去が中心であったが，今回

我々が合成した化合物は0,―の生成を抑制するのもで

あり，非常に興味深い結果が得られたと考え，現在さ

らに詳細な検討を進めている．

4. まとめ

7種類の新規なmyoーイノシトールフェルラ酸エ

ステル誘導体を合成し，これらについて， 0，―産生の

抑制効果を検討した．その結果，myoーイノシトー

ルの1,2位にフェルラ酸がエステル結合し，ヒドロキ

シル基がすべてアセチル基で保護された化合物5が最

も強い抑制効果を示すことが明らかとなった．そして，

0,―産生抑制の効果は ，フェルラ酸とmyoーイノシ

トールとの結合が重要な要索であり ，その構造相関活

性にも興昧ある知見が得られた．
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固定化菌体による染色排水中の脱窒素

高辻 渉、阪井幸宏、中岡元倍

要旨

染色排水中の窄索の形態を調べた結果，初期に布機態窒索であったものが排

水処理施設での生物処理により，ほとんどがアンモニアに変換されていること

が判明したそこで我々は硝化能力の優れた菌体を固定化し，アンモニアを硝酸

に変換し，さらに脱窒索まで行う処理方法を検討した．その結果，固定化藷体は

好気条件下で排水中の窒索を効率よく硝酸に変換できることが明らかになった．

さらに媒気条件を付加することにより ，処理液中からの脱窒効果が認められた．

1.緒言

1995年の瀬戸内海環境保全特別措四法に基づく第

4次総凪削減基本方針により，御坊市1:1ノ御崎以北の

紀伊水消に排出される工場排水に対して窒索 ・燐規制

が実施された．これにより尿素を大蚊に使用している

染色業では，排水の色規制に加え，窒索除去も大きな課

超となった．さらに2001年には窒索 ・燐に対し総瓜規

制が実施される予定であり，染色業では排水の脱塞索

がますます重要となってきた．

我々は現有排水処理施設を有効に活用し，最小の投

賓で窒索規制に対処できる処理技術の開発を行って

いる．今回は固定化微生物を利用した窒索除去につい

て報告する．

2.実験方法

2 -1.菌体

和歌山市塩屋終末処理場の返送汚泥をpH6.8のバッ

ファーで洗浄したものを使用したこの藷体を糟内で

の初期MLSSがlOOppmになるように投入した

2-2. 固定化担体

日本バイリーン（株）製の不織布MB-T9（ポリエス

テル練維）およびMB-T9-P（ポリエステル繊維を4ピ

二）レピリジンスチレンコボリマー4級化塩に含浸）を

用いた共に目付250g/m',J阜み9mm，空隙率99.5％である．

2 -3.人工排水

表 lの合成培地を200倍希釈したものを使用した．

2 -4.流動槽型リアクター

縦15cm,横15cm,最大深さ34cmの槽に4.8Lの排水

と不綿布MBT9を9mm角のキューピック状にしたも

の250cm'を入れたその中に菌体を加え， 1日1、B]空気

パッキを行ったその後空気バ ッキを行いながら滞留

時間1Hで排水を供給した．

化学技術部環境技術担当

表 l．合成培地の組成(g/1)

ボリ ペプトン 40.0 

肉エキス 60.0 

MgSO 4.7H 2 0 2.0 

CaC12 1.4 

NaCl 1.0 

KCl 1.4 

NaHCO 3 21.0 

2 -5.膜型リアクター

縦9cm,横砕cm,深さ雄如1([)渭0t3.85Lの排水，不

織布 (5X10cmを5枚または6枚）および菌体を入れ，

空気を送り1日間保持したその後空気バッキしながら

滞留時間1日で排水を供給した．

3.結果と考察

3-1.流動槽型と膜型リアクタ ーの比較

図1および図2に流動栖型および膜型リアクターに

よる人工排水の硝化脱窒索実験の結果を示した．

両方とも78間で30ppmの硝酸態窒索を生成し，炭索

も順謂に除去することができた．槽内での固定化担体

の保持および取り扱いに関しては ，ll炭型リアクターの

方が流動槽型より操作性が優れていた．

膜型リアクター（図2)において7l:I目以降，空気お

よび排水の供給を止め，リアクター内を4日閻嫌気状態

に保った結果，液中の窒素が77ppmから40ppmまで下

がり，脱窒索菌による脱窒索が確認できた．さらに12日

目からの空気および排水の再供給により，排水中の窒

淑は全て頴餃態塞索に変換され， 60~70ppm の硝酸態

窒索を生成した．

また不識布MB-T9およびMB・T9・Pの問には顕著な差

が認められなかった．

3-2.膜型リアクターによる実廃水の硝化脱窒素

図3に捺染廂水の処理結果を示した．展水中の硝酸

態窒素の割合は全奎索の70％程疫に留まり，硝化が完

-10-



全に進 まなかった．これは廃水に含まれているターペ

ン類等により ，液中の硝化菌がダメージを受けたもの

と考えられるまた有機炭索の分解効率も悪かった．

図4 は塩化第一鉄による凝鋲沈殿処理を行った掠染

廃水を供給した場合である．運転18日目以降，廂液中

の窒索は全て硝酸態窒索に変換された．有機炭索も順

謂に分解したまた，この操作中，媒気条件 を加えると

全窒索が減少し，脱窒索が起こっていることが確認で

きた

4.結言

今回の実験により，取り扱いおよび現行の排水処理

システムヘの応用を考えた場合，膜型リアクターが有

利である ことが判明したまた実廃水においても硝化

および脱窒索が可能であることが確認された

固定化の特徴である菌体の高密度保持および保護効
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産業用CTスキャナによる異物検出

古田茂，坂下勝則・

要 旨

産業用 CTスキャナを用いて，物体内部の異物検出に関する検討を行った．ア

クリル板の間に銅を入れた異物試料を作成した．この試料を3通りのスライス厄

で撮影し，銅を異物とした検出を行った．その結果，スライス厚が最小の1mmの

とき，最も検出する確率が店いことと，異物直径が0.3mmでもスライス厄の半分

以上を占めるとき，検出できる ことがわかった．

1.緒 言

産業用 CT (Computer Tomography)スキャナは

物体を破壊することなく任意の位骰の断層像を紺る装

協である ．この装協は物体を透過した X線を検出 し，

人が直接観察できない製品や材料の内部 を画像化する

非破壊検査の X線透視技術の一種であり，物体内部の

欠陥 ・異物検出などができる ．1）そこで，この産業用

CTスキャナを用いて異物検出に関するの検討を行っ

たので報告する ．

2.実 験方法

2.1 異物試料

図 1に示すように，放電加工用銅バイプ電極'P0.3, 

'P 0.4,'P 0.5mm（（恥KHS,Cuパイブ）を異物と し，アク

リル板（100X 60 X 5mm) の間に入れた異物の長さ

はl,2,3,4mmの 4種類とし，配骰は1糾影断層方向に対

して ，①乖直 ②30° ③45°④60゚ ⑤水平の 5方向と

したまた， 4mmの間隔をおいて，その上部にも同

様に異物を配骰した。 さらに，撮影はこの試料を 2個

並べて行った．

------ ----・ ・ --------・ • --• 『'ヨ｀， ．～
ー- -----— • --·―——- 土

- ------

:1王ン万石ン王:Z‘:
-------

:;-::::::9 :::：／茫/:

ロゴ□9□プ

2 3 4 l!r,:-
異物長さ[mm) -11影高さ [mm):』

図 1 異物試料と撮影高さ

2.2 装置及び撮影条件

産業用 CTスキャナの主仕様を表 1，撮影条件を表

2に示す．スライス厚はl,2,4mmとした．スライス厚

1mmで撮影高さの設定を行った結果 ，初期の撮影高

さはそれぞれ， 23.0,23.5, 24.5mm （上部47.0,47.5, 

48.5mm)の位骰とし， 1,2,4mmのピッチで図 lに示

すように連続撮影したまた，断陪像の表示設定は，

表示階隅レベルを300,範囲を500とした．

表1 産業用CTスキャナの主仕様

スキャンエリア 4> 150/300/600mm,高さ600mm

スキャンモード スキャンモード ノーマルスキャン ファインスキャン

スキャン時間 ハーフスキャン (180.) 60秒 180秒

フルスキャン (360°) 120秒 360秒

スライス厚 1, 2, 4mm 3段切り替え

画像再構成マト1）りス 1024X1024, 512X512 画素 切替可能

画像表示 1024X1024 画素

最大過能力 アルミニウム300mm,スチール100mm

画像記憶 磁気ディ スク : 512X512画素2000枚

光磁気ディスク： 512X512画素1000枚

表2 撮影条件

管電圧 ・管電流 400kv • 2mA 

フィルタ関数 FC1 

スキャンエリア cj>150mm 

スライス厚 1,2,4mm 

スキャン速度 MORMAL 

画像再構成マトリクス 512X512 画素

データモード HALF 

ウインドウレペル 300 

ウインドウ幅 500 

＊ システム技術部 機械システム担当
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3.結果と考察

検出結果は，断附像を目視で明確に異物と判別でき

るものを検出： 0,異物と兄分けがつきにくいものを

不明： △,検出できないものを未検出 ：X, スライス

厄範囲外のものを範囲外：ーと表す．また，異なった

結果の場合は 2試料の下部と上部のすべてを示す．

3.1 スライス厚 1mmの検出結果

スライスJ厚1mmの検出結果を表 3にホす．また撮

影高さ 23.0mm, 40.0mmの断陪像を図 2, 3に示す．

表 3から，異物がスライス屈の大部分を占めるとき

は配貯方向に関係なくすべて検出でき，直径の影愕は

認められなかった．異物がスライス料の半分を占める

配四方向45度 ・撮影高さ 31.0(55.0)mmは，検出する

ことができたが，撮影高さ 34.0(58.0)mmの長さ 4mm

は結果が分かれた．また異物がスライス厚の半分に満

たない，配腔方向30度 ・撮影低さ 28.0(52.0)mm と配

協方向45度 ・撮影高さ 32.0(56.0) m mの長さ 1mm, 配

管方向60度・撮影謡さ 37.0(61.0) mmの長さ 2 m m及び

撮影甚さ38.0(62.0)mmの長さ 4mmでは結果が分かれ，

検出する確率は低かった．

配骰方向水平では，撮影高さ 40.0(64.0)mmで検出

することができた．またスライス範囲外の撮影裔さ

35.0(59.0)mmでも検出された．このことから ，実際

の撮影高さは目標よりすこし上にズレていたと考えら

れる ．これらのことから，異物がスライス厄の半分以

上を占める場合，検出できる確率は森いと思われる，

表 3 スライス厚 1mmの検出結果

配在損影“さ 凶1 I ~さ [mm) 
/;lid I [mm) I [mm) ~ 
€“·ぉ．0,47.0 10.3.o.◄.o.s I o I o I. o I o ．．．．．．．．． 
• I 24.0. ◄8.0 10.3.0.4,0.51 - I o I o I o ...... 
• I 25.0. ◄9.o 10.3.0.4,0.5 - - o I o ...... 
• I 26.o,so.o 10.3.0.4.0.5 I - I - I - I o 
3011t. I 21.0. s1.o Io.3.o.◄,0.51 O I o I o I o ...... 

• I 28.0. 52.0 I 0.3 I XXX△ 0 I O I 0 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •I• 10.◄ IXI O I O I O 

···-~-·-·1 • I o.5 x I O I O I 0 

・;・・・・ 29.0. 53.0 0.3.o.4.o.5 - - 0 0 
・ • ・ ・ • ・ 
釦 30.0.St.O I 0.3,0.4.0.51 - I - I - I O 

45度 31.0.55.0 I 0.3.0.4.0.5 I 000"'I ooo△ 000△ 0 ........................................................................................ 
• 10.41 0 1 0 1 0 1 0 

·········•········●亨●＊ ＊ ＊ *.............·•······································•········ 
.:…・ • O.5 0 0 0 0 
• I 32.0.56.0 10.3.0.4,0.51 xx△0 1 O I O I O ...................● ●.・.・•.......•●·····・............疇．．.．.・●呵●•...• • •········•. • •. 
• I • I 0.4 I xo""'I O I O I O ·················•·····•·············· ··············································· 
.:.... ~.5 xox△ 0 0 0 
• I 33.0.57.0 10.3.0.4.0.51 - I - I O I O ．．．．．． 
• I 34.0. 511.0 I 0.3 I - I - I - I xxxo ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・" 
.:.... 1....... :........1..... ~:~…•• ・・ •・：：．．．．．．．．．．．::.....!....．::.....I..>:<．ざ．ざ．Q．
• I • I o.s I - I - I - I xoxo 

60度 35.0.59.0 I 0.3△oxx I - I - I -.......................................................................................... 
• I • I 0.4 △XXX I - I - I OXXX 
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• •••••••••••• • I • I 0.5 I oxox I oxox I oxox I oxox ......... 
・ 祁 0.00.010.3.0.4,0.5 O I o I o I O ．．．．．． 
.-......379・ :・軋o...l.....~~..... I.....::......•さぶさQ.1....9...... 1..●●．9 . 
. :.... 1................1...．照．．．..…••7…•．．ぷ怒Q.1....9...... 1.....9. 
.:.... ~• 0 0 
• I 38.0．虚O I 0.3 I - I - I - I x ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• • I • I 0.4 I - I - I - I -,,△xx .:.... l....... :........ l..... ~:~..... 1.... ::...... 1..... ::..... 1..... ::..... f.:'.'.~:'.'.'.': 
• I • I o.s I - I - I - I xoxo 

,i<'I'I 39.0. 63.0 I 0.3.0.◄.o.s I - I - I - I -........ 
• I 40.0. 64.0 I o.3.0.◄.0.51 o I o I o I o ...... 
• I 41.0.65.0 I 0.3 I xxxo I xxxo I XXXL> I XXXL> ........................................................................................ 
• I • I 0.◄ I xox△ xoxo I xoxo I xox.c. ·······················•·············•············•············•············•··········· 
伶 •0.~ I xoxo I xox<> I xoxo I xoxo ．．．．．． 
• I 42.0. 66.0 I 0.3.0.4,0.51 -

の05 nlf11 <10 4 nnl 00 3 11'11 
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図 2 スライス厚 1mm，撮影高さ23.0mmの断層像
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図 3 スライス厚 1mm, 撮影高さ40.0mmの断層像

3.2 スライス厚 2mmの検出結果

スライス厚 2mmの検出結果を表 4に示す．また撮

影品さ 23.5mmと39.5mmの断陪像を図 4, 5に示す．

表 4から，異物がスライス厚の半分以上を占めると

きは直径及び配笠方向に関係な くすべて検出できた．

異物がスライス屈の半分を占める長さ 1mmは，配骸

方向水平以外すべて検出できた．異物がスライス府の

半分に満たない，配置方向30度，45度，60度・ 1最影高

さ29.5(53.5), 33.5(57.5), 37.5(61.5)の長さ 3mmでも

検出できる確率が商かった．配置方向水平では，撮影

店さ 39.5(59.5)mmに検出が多かったが，半分程疫の

検出率であった．

表 4 スライス厚 2mmの検出結果

~71 I 11111墳さ印惰 長さ [mm)
屈 lI [mm) I [mm)~ 

箪ifI 23.5, 47.5 I 0.3.0.4,0.5 I O I O I O I O 
• I 25.5, 49.5 I 0.3.0.4,0.51 - I - I o I o 

30Jll'I'l:1.5,51.5 f0.3.0.4,0.51 o I O I O I O 
• I 29.5.53.5 I 0.3 I - I - 100，，，゚ ゜．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
• I • I 0.4 I - I - I 00△01 0 ・:・・・・1・・・・・・・:・・・・・・--r・・・;;・.・・・・1・・・・:.:.......... . .:.....................,..,.. 
• I • I 0.5 I - I - I xoxo I O 

...15竪．31.5,55.5 0.3,0.4,0.5 0 0 0 0 
• I 33.5.57.5 I 0.3 I -―△X△01 0 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
• I • I 0.4 I - ― △0△01 0 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • I • I o.s ー一 <>000I O 

60度 35.5,59.5 I 0.3.0.4,0.5 I o I o I o I o ．．．．．．．． 
• I 37.5, 61.5 I 0.3 I -―△△00 △000 
····· ·•·•• · ••··•• · ·•···•· ············•··· ···•·····•····· ·······•········ ················ · 
• I •, • I 0.4 I - I - I o I o 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • I •, • I 0.5 I - I - I O I O 
.+<'I'・ I 39.5. 63.5 I 0.3 ，，，△△心 ，，，△，，，x ，，，，，，.o.x．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
•l••I0.4 △xox ，，，X゜X ，，，xox I <>X〇x

0.5 I oxox I oxox I oxox I oxox 
• 41.5.65.5̀ o.3 xが双） X，，，xo x，，，X△ X 

...:;::::I:::: :::;:: ::: :. :I::: : •:~ ::: : : 8王：：五裕：：8匹：窯8§ぷ
• I • 1 0.51Xlxlxlx  
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図 4 スライス厚 2mmの撮影高さ23.5mmの断層像
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図 5 スライス厚 2mmの撮影高さ39.5mmの断層像

3.3 スライス厚 4mmの検出結果

スライス厚 4mmの検出結果を表 5に示す． また撮

彩高さ24.5(48.S)mmと32.5(56.5)mmの断陪像を図 6,

7に示す．表 5から，配四方向垂直， 30度の長さ

2,3,4mmは検出できた配四方向垂直でスライス厚の

1/4を占める長さ 1mmは検出する確率が高かったが，

それ以外配四方向ではほとんど検出できなかった．配

四方向45度は．直径0.4,0.Smmの検出する確率が商か

った．配四方向60皮，水平は検出できなかった．

表 5 スライス厚 1mmの検出結果

配71I m影95さ 必it 長さ [mm) 
hl••I I [mm) I [mm) ~ 

贔爪・24.5. ◄as I o.3 I oo△"I o I o I o .................................... +......................................,........ 
• I • I 0.4 I 00"" I o I o I o .;..................................................................... ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ 

• I o.s I 00"△ o I o I o 

30度 28.5.52.5I 0.3 I X I 0 △000 △000 ........................................................................................ 
• I • I 0.4 △△xx I o I o I " .................................... +............................................. .. 
• I • I o.s I coxx I o I o I o 

45度 32.5.56.5 I 0.3 I x △XXX IL>△xx I X ........,............................................................................ 
• I • I 0.4 I X△xx △0△△へ3△"I "△△△ .........,.................................................................................. 
・・ I os △△xx △OOOl"'OOC) 以000

60度 36.5.60.5I 0.3 I x I x I x I x ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
• I • I -1,!,!, ) X . I AXXX 今ツXXI -<>XXX 
•;.... . ,s X ぶ竿X C.…心 △x△△  

*’l' 40.5.64.5 郎．e x x ¥x  x 

の05 nlm の04,nnl 00 3 nInI 

9 9 9 

スライス尼 4111,11 

記硲方同垂直撮彩嵩さ 24 5叩 1

</)03111111 <!>04面 005 nInI 

9 9 9 

図 6 スライス厚 4mmの撮影高さ24.5mmの断層像
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小03 1m1 ふ04 IInl (l)0 5 IIlIIl 

図 7 スライス厚 4mmの撮影高さ32.5mmの断層像

4. 結 言

アクリル板の間に銅を入れた異物試料を作成し ，産

業用 CTスキャナを用いて， 3通りのスライスJ豆によ

り撮影した結果，以下のことがわかった．

(1)異物がス ライス厄の半分以上を占め るとき ，配骰

方向，異物の直径に関係なく検出可能である ．

(2)ス ライス厚が 1mmのとき ，最も異物を検出する

確率が店くなる ．

(3)スライス犀が 1mmのとき ，直径0.3mm,長さ 1mm

の異物が水平方向のときも検出可能である．

異物としての検出限界は，材質及びスライス厚に占

める体和が大きな嬰困と考えられ．今後検討していき

たし‘•

参考文献
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自己画像参照型欠陥検査法に関する研究

前田裕司・ 廿iJI 克夫＂ 大松与g…

新エネルギー・産業技術総合開発機構からの受託研究開発事業として， 中小企

業創造基盤技術研究市業[1),[2]に取り組んだ．正和産菜（株）とアイレス電子工

業（株） ［3）の県内 2企棠，及び大阪府立大学工学部と和歌山県工業技術センクー

の 2機関による産学官共同研究体制で， 2種の画像処理システムを開発した．本

和ではそのうち正和産業（株）がプロトタイプ製作を担当した，合成ゴムシール

パッキングの自動欠陥検在装四の開発について，円形物の特徴を生かした画像処

理による欠陥検査の 一手法を述べる ．

1. はじめに

従来，合成ゴムシールバッキングの検査工程は，作

業者の目視検査と手作業選別によって行われてきた

本研究では当検査工程を白動化するため，ベルトコン

ペヤ ー上で整列や分離された，合成ゴムシ ールパッキ

ングを工業用 CCDカメラで撮像し，プレスミスや気

泡による欠陥の検出方法を研究聞発した．

一般に画像処理技術を用いた欠陥検出手法として，

予め良品サンプル画像をデータベースに準備しておき，

実際の検査時に検査対象画像と良品サンプル画像との

比較による検査法がある [4].[5]. しかし多品種の場

合多くのデータが必要であるし，良品サンプル画像撮

像時の照明条件と実際の検査時の照明条件を同じにす

る必要がある．また搬送による位府のバラッキから，

位腔ズレ検出にかなりの処理時間を婆することもある．

本報告では検査対象物である合成ゴムシールパッキ

ングが円形である特徴を利用 した効率の良い欠陥検出

手法を提案する．

メディアンフィルタ

2.問題の記述

合成ゴムシールパッキングにおける各々の欠陥項El

について，その原画像を観察すると，欠肉．凹み，異

物況入等多くの場合欠陥部分は全体の一部であり，他

の部分は良品と同等である ．よって画像処理(6),(7]を

用いた欠陥検出手法として，良品サンプル画像の替わ

りに自己画像の良品部との比較による検出法を検討し

た．本手法における原画像から欠陥検出までの処理の

流れをFig.Iに示す．

原画像からメディアンフィルタでノイズを除去後．

合成ゴムシールパッキングの中心位誼を求める ．中心

に対して180゚ 回転した画像を求め，その画像とメデ

ィアンフィ ルタ後の画像との画像問演葬（フィルタ後

の画像とのシフト差）を行う ．結果的に 2枚の画像の

比較となり，欠陥が有れば正常部分との違いが出てく

る．その後強調処理と 2種の 21直化を行った．凹みが

ある画像に対し，画像処理の途中経過をFig.2に，結

果をFig.3示す．

中心検出 180゚ 回転

2値化H

強調処理

2値化L

Fig. 1 自己画像照疇陥検燥亨まの画像処理フロー

＊ システム技術部 俎子システム担当

＊＊ 正和産業（株） ＊＊＊ 大阪府立大学工学部
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(a)原画像 (b) メディアンフィルタ

(c) 1 8 0゚ 回転 (d)画像間演虹

Fig. 2 自己画像参照型欠陥検出手法の画像処理経過

(e)強闇処理
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(a) 2値化H (b) 2値化L

Fig. 3 自己画像参照型欠陥検出手法による結果

3.結果と考察

強湖処理の後，ここでは単純2値化を行った．2値

化Hは背娯を白く黒領域を検出するように． 2値化L

は背殺を黒く白領域を検出するようにスレッショール

ドを設定しており，本質的には同じである ．画像閲演

勾の後，円周方向差仕を行えば円弧状の線領域を除く

ことができる ．円周方露差登の一方法卜として扇形領域

を矩形領域ヘトボロジカル変換し．直交系差分演ねを

行ってもよい．

実際の検査装四における画像岡演勾はFig.4のように．

上方からの走査データと下方からの走在データとの類

似性同期を施したシフト差で実時間処理が可能である．

Fig. 4 上方と下方からの走査

4. 結論

本報告では円形物の中心点対称性を利用し ，自己画

像における良品部位との比較により，欠陥部位を検出

できることを示した．本手法では多くの良品サンプル

原画像のデータベースが必要でなく，照明系や搬送系

の変動にロバストな欠陥検査が行える．
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椀の形状開発（ 1)

一漆器椀形状のデータ ベース化一

旅田健史・ 沖見龍二．． 岩栢 巧＂ 洒井宏直．．

要旨

日常的に使用する漆器製品のIltl発を促進するため，腿忠殺］蹂料に基づき椀彫

状のデータペース化を行った．データペース化を行った砲頑け形状の＇比較， 寺法

等を視党的に確認出来るようになった．また，入力したデータベースを利用して ，

椀の寸法等を簡単に鉢出出来，試作が容易になり，新製品の検討 ・開発が迅速

に出来るようになった．

1. はじめに

現在，日常の食生活の中で馴れ親しまれ，よく 使わ

れている食器に椀がある．椀は食事する際に手で持ち

直接唇が触れる器で ，日木独特のものである ．漆喰り

椀は長い年月かけて，形状，色彩，校様等に改良や工

夫が施され芸術性を帯びているものもある ．また，使

い方や用途も多岐にわたり日本の食文化を形成してい

る．

日本人が漆塗 りの椀を使い始めたのは ，縄文中期と

いわれている． ＂当時の形状は底が丸く，店台がつい

た現在の形が現れるのは奈良時代で，現在使われてい

るの椀の原型は鎌倉 ・室町までにほぼ完成されていた

と推定される ．また．根来寺追跡の発掘潤在でも椀の

破片が大菰に出土している ・ 2)森台の部分がついてい

て，根来寺で作られ ，使われていた椀は現在の形に類

似している ．

椀は，索地，形， 塗り，加飾，用途，人名，産地等

に分類され，名称がつけられている ．＂特に疫事作法

が確立されるにつれて椀は用途別に使われるため ，多

くの種類が作られるようにな った．また ，蒔絵や沈金

等が施された椀も沢山作られ，江戸時代に最盛期にな

り，大址の椀が生産され各地に漆器産地が形成され

た．

海南市の黒江も漆器産地として大いに栄え，大拭の

椀を日本各地に出荷していて三大産地の一つといわれ

ていた 明治時代には大址生産を行うため製造工程は

分業化され，黒江の街全体が漆器工場の様相を帯びて

いたといわれているしかしながら，終戦後 ，学校給

食の専入や洋風の食生活に変わるにつれて，椀の使用

は減少し ，日本の食文化も衰退しつつある ．

和歌山の伝統的地場産業である紀州漆器は現在，盆

を中心とした製品を生産している ．しかし根来塗や黒

江塗の発祥当時から椀が作られており，歴史的にも大

＊デザインセンター ＊＊漆器研究開発奎

きな賓産といえる ．＂今回は根来寺から出上された椀，

江戸時代の試料や椀の歴史的形状等の賓料を有効的に

活用し ，現在の食生活に合う食卓用品の淵発に利用す

る目的で椀形状のデータペース化を行った．

2.試料

今回 ，下記の試料を入力してデータベースを作成 し

た．

①根来寺追跡出土漆器の形状＂

②商要録＂

③時代椀大観6)

④時代変遷に伴う椀の形状＂

3.データベース作成

3. 1データ形式及び使用ソフトウェア

本データベースはUNIX,Windows,Macなど利用環境

を選ばず，汎用的に利用できるものとするためHTML( 

hyper text markup lan~uai;!eの略， WWWペ ー ジを記述

するための言語）により作成した．これによりインタ

ーネ ットプラウザソフト等で容易にデータベースを利

用できる ．また，データベース中で使用している画像

についてはGIF,ダウンロ ー ド用ファイルについては

汎用性の高いAl,IGES, DXFのフォーマ ットを使用した

なお ，データ作成に使用したソフトウェアは以下の

通りである．

Rhinoceros ・・・形状入力 ，データ出力 ，体租計算等

Illustlator • ・・形状図面

Photshop • • ・各種画像編梨 ・変換，スキャニング

Shade・・・ 形状確認用画像レンダリング

Animation GIF Maker • • ・アニメーシ ョン作成

Notepad • • • HTML作成 ・編集

3. 2構成

一つの椀形状に対し索引用のサムネイル画像（縮小

両像）と ，そこからリンクされた詳細枯報という形式

で作成した．構成は ，入力賓料別に分け ，商要録 ・時

代変遷に伴う椀形状の変化・時代椀大観 ・根来寺出土

漆器の形状の 4部構成とした．
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INDEX（索引）ページ

HTML編集

図 1 作業フロー図

図 2 構成図

3. 3データペース作成工程

既存の調査汽料 ・写真などをスキャニングし， トレ

ースして形状入力を行った．得られたデータから，形

状の把握に必要と思われる寸法記載団面と色・質惑を

設定したレンダリング画像を作成した．

レンダリング画像については立体的な確認を可能と

するため前面 ・斜め上方 ・斜め下方の 3視点からの画

像を牛成し， 一定時間ごとに視点を切り替えるように

アニメーションを作成した．

また今回は形状の確認を目的としたため全ての形状

において同じ朱色の質惑で統一 している．図 1に作業

フロー図を示す．

根来寺出土漆器については形状データから体和 ・容

積 • 印屈を記載した ． 容積については椀の上端最上部

から内側，重屈についてはケヤキ材の比頂0.69でd|'勾

を行った

ユーザがデータペース内の任慈形状をサイズ変更・

形状編躾を可能とするために， IGES• DXF • AIの 3

種類のデータを作成し，ダウンロード出来る様にした．

4.入力結果及び表示

今回，鹿要録 25点，時代変遷に伴う椀形状の変化

8 0点，時代椀大観 20点，根来寺出土漆器の形状 l

7点を入力，合計 14 2個の椀形状をデータベース化

し た図2に構成図を示す．

画面表示は，図 3に示すトップページ，図 4,図 5

に示す各分野別のインデックスページ，図 6,団 7,

図 8に示すデータページで構成している ．

形状データの検索は， トップページの分野別項目で

インデックスページを聞き，椀の形状を匝接クリック

して行う ．

5.おわりに

今同の入力により，歴史的な椀の形状変化 ，各時代

の椀の形状等が把握でき，試作する際に必要な寸法も

簡単にね出出来るようになった．このデータベースを

使い，商要録椀及び時代椀大観等に記載されている椀

の試作が節単に出来るようになり．実際に試作も行っ

た．

今回作成したデータベースにVRML(virtual reality 

modeling language : 3次元グラフィックスデータの

記述言語）形式のデータを追加して，ユーザが見たい

任意の視点から形状確認出来るようにするとともに，

色 ・質惑等を変えて見ることが出来る様に機能を追加

していきたい．

また，椀以外の酒器等の器についても入力を行い，

食器のデータベースとして充実し，使いたい器を使い

たい人が直接形状デザインし，注文出来るようシステ

ムを構築し，漆器産業の発展と食文化の向上に負献し

ていきたい．

-19-



、9 -.... - -

図 3

図 4

トップページ

... 

-・ シ`ー 0 鼻- ―＿一つ 9 L --U 

:.(、 4 a と S 二 4 2 a 
▲•”"-..二·•I·→ -1 9 - -

Iぶ～ 1 

...乙..,.三
図 6 形状データ （根来塗）

〶

．
庁
ぼ
日

三
冑

、
J-、

I
 

インデックスページ（商要録）

9... . “`’‘”"• 
1 ;{ • ~.<\.I►• Jj. 溢よし、 a! 

I‘”'4 -I'皿，し——

形状データ

図 7

’
ニ
[
 

’ J ー・『

L 

形状データ （商用録）

• ~心 ...“` ら^~―`
4.  ≫ 4 e.. :t..1~. a • 
J一→ヽ て戸：9ー ，．… ， マユr

●文鱒代～重....代

緯會••‘`

閂三□
●
p-

叩言量
［国戸亡坪口写 ~1

図 5 インデックスページ（時代椀大観）

参考文献

1)宮崎泊，11J-木弘行編巣 「漆器の再発見」伝統的

工芸品産業振輿協会（平成元年）

2) （財）和歌山県文化財センター編梨「根来寺坊院

追跡一県逍泉佐野岩出線道路改良工4-i:に伴う根来
工区発掘閑査報告書一 (1997) 

-••, .." • 9•-9 - "  

J.! ...I..,<¥.(;.'i..:ベ aa｀ 4～←~會 ＿t- • 一
形状データ

:;::.・ 

―`―ァ．r _ _ f 
i -鴫:J..

I 'I 
、 ノ
｀ノ＇， 

＇菜'~
ヽー ・— --"・ 

図 8 形状データ（時代椀大観）

3)荒川浩和「椀百選」光琳社出版（昭和 50年）

4)和歌山県紀州漆器商工業協同組合「紀州漆器のあ

ゆみ」 （昭和 61年）

5)輪島市史編媒専門委貝会「輪島市史沼料紺第 6

巻」 （昭和 46年）

6)松田権六，羽野偵三紺 「時代椀大観」究雲社

（昭和 14年）

-20-



椀の形状 開 発 （ 2)

ー 歴史的資料に基づく試作一

岩栖巧・ 旅田健史．．酒井宏直・

要 旨

椀は伝統漆器の中でも最も使用頻度の高い器である．今回は長い歴史の中で椀が生活の必需品であり，

盛んに使用されていた江戸時代の椀の形状の試作研究を行った． 江戸時代の賓料より形状をデータベース

化し，これに碁づいて実際に椀の復元を行った．その結果，椀に内包された立体形状 ・手ざわり感 ・厚さ ・

成形加工する上での各種要件を把握することが出来た．

1．はじめに

和歌山県の伝統工芸品である漆器の起源は渋地椀が

始まりと 云われいる． 又， 根来塗も起源とも云われて

いて，江戸時代は黒江塗りとして大きく発展して全国

に出荷されていた．＂現在は和歌山県の地場産業とし

て紀州漆器は伝統的工芸品に指定されている ．

椀は数ある漆器製品の中でも，食文化の変遷の 中

で歴史的にも長く現在に至るまで，受け継がれてきた

器である．

しかし ，時代の流れとともに変還し，現在は，輪出

蚊も減少し ，外国からの低価格の製品など出回るよう

になり ，昔からの本来の木製漆器に触れることも更に

減少してきている． 今日の食生活において洋風化が一

段と進み，歴史の中で鍛えられてきた伝統漆器の中で

も最も使用頻度の森い椀の需要も低迷状態にある ．こ

うした状況の中，現在では椀の形状は小さく共通化し，

椀が必需品であ った時代ほど差が認め られなくなって

きている ．このことが椀の普及に影容を及ぼしている

と思われる ．

そこで，歴史の中で椀が盛んに使用されていた江戸

時沢り疇年細を伝える汽料”を基に ，様々な漆器

の椀の形状を試作し，復元を行った．

2.資料

今回は 「商要録」＂及び「時代椀大観」＇）に基づい

て試作を行った．

2. 1「商要録」 （輪島市史賓料編第6巻）

安政7年(1860年）に作成された古文柑で，当時の漆器

の種類を図入りで記載されているので ，その時代の概

要を把握する賓料である ．

．漆器研究開発室 ＊ ＊デザインセンター

図 1に試作した 「商要録」記載の椀の名称と形状を

示す ・

2. 2「時代椀大餓」 （賓雲社刊）

江戸期頃に製作された，優れた椀の実物を実測した

ものである ．

図2に試作した「時代椀大観」の形状を示す．

i＿ 茶躙形 1

図1．試作した「商要録」の椀の形状と名称
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図2 試作した時代椀の形状

3.試作

図1については寸法が不明であ ったため，デターペ

ースに入力されている図面を出）Jし，椀の実用寸法を

描きながら，実物大の図面作り，寸法を勾出した．次

に，椀の大きさに荒挽きした木地を約6ヶ月以上乾燥

させ，その後，外側及び内側を挽き，仕上げ加工した．

樟酎要録）の試作では，用途別分類椀3点 ，人名分

類椀2点 ，自然や物の形の分類椀14点，家紋による分

類椀1点，その他の椀潟類勾合計窃点む製作した．

図 2の 「時代椀大観」の試作では，盗つき椀の沿

とし源が6点，被せ蓋 2点，蓋なし椀が6点，頂ね椀が

2点の合朴16点を製作した．

椀の索地としてケヤキを使用し，加工は木工ろく

ろを使用した．

4.結果及び考察

4. 1 「商要録」に基づく試作

試作品を写真1)~25)に示す・

自然から取り入れた形として， 3）柊形， 6）百合形，

12)蜜柑形， 13)梅形， 18)窪士形， 25)牡丹形．物の形

から取り入れた形として2)藉形， 5）木瓜形， 8）龍口形，

11)達磨形， 14)答形， 15)扇形， 20)臼形 ，21)駒形，

などは直径や揺さを調整してその物の形に見えるよう

工夫が必要であ った．更に，安定惑を出すために高台

も隅整し所要時間も多くかか った．人名による分類で

は， 7）利休形， 23)元宗形などは比較的図面通り加工

できた．用途別分類による4)拍子形， 22)茶碗形など

は台の縁を大きくがっしりとした形に作り上げた．各

地方で好まれた形の分類として16)加賀形， 17)並津形

などは高台が扶れているので加工に難があ った．

4. 2 「時代椀大観」に甚づく試作

試作品を写真26)~41)に示す．

34)の頂ね椀は ，まず外側の大きい椀を作成し， 2

組目から4組玲までの椀（切輝會増比•iダ ， 直ね合わせ
て1組日の森さに揃うように加工 した． 32)34)の直ね

椀は加工に時間を要したが収納しやすい実用的な椀と

なった．蓋つき椀の中には用途による分類として

27) 33) 39) 41)の煮物椀と26)28) 30) 35)の吸い物椀に分

けられる．煮物椀は頑丈で原手の造りに加工した．吸

い物椀は高台が屈＜器や縁が薄く仕上げるようにした．

蓋付き椀の中でも35)41)は被せ盗となっている． 一般
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寸法上段：身径下段蓋径単位： cm

写真1.f漢要餘」奇ご線、ういか＃拭作品

的には落ち込み穀が多いが被せ椀は珍しいものである．

被せ蓋でも広口の椀は汁椀ではなく，煮物などに使用

し，用途に応じて使い分けられていたと思われる．蓋

なし椀は一般的に汁椀として使用 され． 37)のように

高台のない椀は僧侶椀と言われ，寺で使用されていた

と考えられる．

5.おわりに

今回の商要鉗，時代椀大観の試作をとおして，実用

的な器を開発するための要件である器の厄さ，寸法，

安定感，手触り，造形感等が把握できた．さらに試作

品に漆塗装を施し，展示会等で発表して直接消牲者の

意見を杷据して ，根来塗の商品開発に役立てて行きた

し‘・

現在使用されている椀は，浅い椀と深い椀などで形

状は均一化されているものが多い．江戸時代にはいろ

いろな用途に応じて様々な形状や大きさの多種多様な

椀が使用され，現在社会にも応用できるものがある ．

今後は，更に歴史を遡り古代からの漆椀についても，

研究を行っていきたいと考えている ．これらを碁に現

在の生活様式のニーズに応えるような椀の形状開発を

行っていきたいと考えている ．

寸法上段 ：身径下段蓋径単位： cm

写真2.「時代椀大観」に碁づいた試作品

謝辞

本研究を行うに当たり， 「商要録」の資料を提供 し

て頂きました輪島市漆器観光課の島口慶一氏に厚くお

礼申し上げます．

参考文献

1)和歌山県漆器商工業協同組合 「紀州漆器のあゆみ」

（昭和61年）

2)荒川浩和「漆椀百選」光琳社出版 （昭和50年）

3)輪島市史編謀専門委負会編 （輪島市史汽料編第

6巻） （昭和46年）

4)松田権六，羽野禎三共編 「時代椀大観」衣雲社

（昭和14年）

-23-



漆の改質 による塗装技術の開発研究

一漆 の熱分析一

沖見龍ニ・ 前田育克．． 梶本武志.. 田嶋秀起…

要 旨

乾燥時間が大きく異なる3種類の中国産漆の示差熱分析を行い，乾燥工程（硬化）

における漆液中の水の熱的挙動の差異について検討した．乾燥時間が短い生漆には．

70℃前後で揮発する成分が含まれていることがわかった．

1.はじめに

漆は古来より接者剤として．また，優れた塗料と

して生活の営みの中で活躍をしてきた．今，生活様式

も変化し漆器があまり日常的に使用されなくなってき

た．しかし，最近の環境問題等から消役者の本物嗜好

という意識が高まり天然物である漆が脚光をあびるよ

うになった

漆は国内では岩手県をはじめ数力所で採取されてい

る．全国の漆器産地で消許される漆の97％は中国産で

ある ．中国で採取される地域は広大で採取地によって

水分．ウルシオール，ゴム質等の比率に差があり粘度．

乾燥時間などの違いがみられる．漆の乾燥する仕組み

については他の合成塗料とは異なり漆液中に含まれる

ラッカーゼという酵素が水分の多い空気中から酸索を

取り込んで酸化して硬化するが．採取時に於いては25

%~30％の水分が含まれている ．この水分が漆の硬化

過程に大きく影孵しているといわれる＂ ．今回，本研

究は，中国産の生漆及び粕製漆の示差走賓熱屈分析を

行い漆液中に含有する水の熱的挙動に関する基礎的な

検討を行った．

2. 実験
璽一

2. 1材料 ・分却鴻掛' I 

表 1に示す（荀田島漆店より提供された中国産生漆の

乾燥時間が異なる毛ぼ，湖北小木，泰嶺の 3点を試料

とした．

2. 2実験方法

熱分析した試料は次のように調整した．

＊漆器研究拙発室 ＊•材料技術部 •••田島漆店

①漆の状態として原液の生漆．②ガラス板上に塗布 し

た漆を25℃湿度80％の条件で24時間乾燥硬化 し塗膜を

形成．③ガラス板上に塗布した漆を100℃で 12時間

熱硬化 し塗膜を形成．④生漆を約70℃で10分間程度＜

ろめた漆．

熱分析装慨は（デ1ポン2000/2100T A ・インスツ）レ

メント ・ジャパン（悧）を使用した．温度測定範囲とし

て一100℃~200℃昇温速度は20℃/1分とした． （＜ 

ろめた漆は35℃~235℃の範囲で20℃/1分とした．）

表 1 生漆の成分及び乾燥時間

漆名 JJII熱減屈 ウルシオール ゴム質 含宛索物 乾燥時間

（％） (%) （％） （％） 

96403畢節 31.94 49.62 6.47 2.28 

97101毛ぼ 18.89 70.96 6.19 2.40 

98906嵐印 29.15 59.61 6.36 2.40 

98381竹渓 29.21 59.82 6.27 2.00 

98531城n 29.92 59.64 6.30 1.87 

98681巫渓 18.95 71.51 3.61 2.34 

98081湖北小木 18.23 72.32 5.91 2.05 

98281山大木 25.55 65.18 659 2.36 

98601泰嶺 26.18 64.72 6.35 2.00 

98901渕,, 28.54 60.80 6.59 1.91 

乾燥条件20℃、湿J!t80%（石川駄工業試験場渇べ）

3.結果及び考察

測定結果を図 l~6に示す．

（分）

87 

156 

87 

90 

79 

131 

101 

67 

67 

68 

原液については毛ぽ産，湖北小木産は特に変化は見

られないものの最も乾燥の早い泰嶺産については70℃

付近で他の漆とは異なったピークが認められた． （図
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2) これは温疫域からみて水分ではなく何らかの揮発

性の物質ではないかと推測される ．また乾燥の早い漆

だけに見られるビークであるため乾燥を促進している

つの要因になっているのではないかと考えられる．

従来から乾燥硬化された漆の塗膜中に僅かの水分が残

っているといわれている ．今回， 25℃80％で形成した

塗膜に於いても微品の水分が残存しているためか100

℃付近において小さい吸熱ピークが認められた． （図

4. 5. 6)これが水分だとすれば時間の経過とともに

減少し完全硬化するものと思われる ．

100℃で熱硬化した塗膜では変化は認められず，＜

ろめた漆についても同様に変化は認められなかった．

また．今回の生漆の成分及び乾燥時問のデータで．

甚本的には主成分ウルシオールの多いものは乾燥が遅

いということが言える． しかしこれは，あくまで生漆

の段階で精製するとまた違った結果が出るかもしれな

い．ただ，主成分の凪が70%~75％ぐらいのものが一般

的に乾燥時間が標準的な範囲に収まることも言えるの

ではないか．泰嶺漆は乾燥が早いが，熱分析の結果70

℃前後でピークがでているのと漆の色が椋準より黒い

のと関係があるかもしれない．山大木漆の色は良かっ

たまた，巫渓漆がゴム質が異常に低い．この理由は

不明であるが，この漆を精製すると意外と乾燥が早い

漆である ．このような熱分析のデータをもっと租み頂

ねて．同時にIRのデータなどと突き合わせながら定性

的なものを潤べれば望ましいと思っている．

4.おわりに

漆の乾燥硬化のメカニズムについてはまだまだ未知

の部分が多く残されている．実際，現場に於いての漆

の塗装は経験の長い技術者でも勘に頼る部分が多い．

今回の実験で乾燥の早かった生漆について70℃前後

で反応する物質が漆の乾燥に深く圏わっていると考え

られる．この物竹が漆に対してどういった働きをして

どのような影容をあたえているのか今後の課題として

しヽきたし‘ •
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天然高分子複合型尿素樹脂に関する研究

ーゼラチンとの複合体の合成と性質 (III)

伊藤修・元吉治雄・

要 旨

尿索とホルムアルデヒドの反応条件を変えてゼラチンを含む尿索樹脂（ゼラ

チン複合体）の硬化挙動をディスクキュアテスト及びDSCで検討した．その

結果， 60℃,1時間以上反応すると，複合体の混合液は白く濁った不均ーな液

になった．そしてこの混合溶液から紺られた複合体のDSC曲線は複数のピー

クを示した．一方，均ーな漏合溶液から祖られた複合体の DSC曲線は，単一

0)ビークを示し，ゼラチンとの相溶性が良好であることが示された．

1.緒言

一般に尿索樹脂のような熱硬化性樹脂は橋架け密度

が大きいため，強度が高くなる反面脆くなるという 二

律背反的な性質がある．このように一種類の高分子で

は多様化する要求特性に対応できなくなっているため，

高分子材料の多くは単独で使用されることは少ない．

このような理由から ，近年，複数の悩分子との複合化

に関する研究が行われている ＇［エボキシ樹脂につい

ては，エラストマーによる変性t)3)や熱可塑性樹脂＂

との複合化などの改質がなされ，多くの研究が報告さ

れている ．

尿索樹脂を得るには，尿索とホルムアルデヒドの付

加反応によって水溶性で低分子益のメチロール化合物

（オリゴマー）を初めに合成する ．このようにして得

られるオリゴマーは尿素とホルムアルデヒドのモル比，

反応温度 ，時間， pH，沿度によって性質が変化する

ことが既に述べられている 5）．成形材料の場合，モル

比が1近傍だと完全な 3次元構造をとり難<,2以上で

は残存メチロール基の多いオリゴマーとなり，成形時

にガスが多拭に発生し，成形が困難になる ．また，反

応初期のpHが7.5以下のように低いと，縮合反応が起

こり，不溶性の沈殿物が得られる ．このため通常，モ

ル比 ：1~2,反応温度： 40~70℃，反応時間 ：1時間，

反応初期のpH:約9前後の条件で反応を行い，透明な

オリゴマー水溶液を得る ．このオリゴマーにセルロー

スを油合した後，乾燥，粉砕して適度な流動性を持っ

た状態で圧縮成形機内で縮合反応，すなわち硬化させ

て樹脂が得られる ． しかし，セルロースは水に不溶で

あるため，オリゴマー水溶液と不均一系となる欠点が

ある． しかしながら，オリゴマー水溶液と均ーに洸合

できる水溶性高分子は少ないため，現在のところ他の

高分子との複合化に関する報告はほとんどない．

一方，皮革産業副産物から得られるゼラチンは水易

溶性でゲル形成能を有する天然蒻分子であり，古くか

ら食用，医用，写真フィルムなどに利用されているが，

同様に単独では機能が限定されることから，用途に応

じて架栢などによる改質．’ ,キトサン ”やでんぷん＇’

などの天然裔分子との複合化およびPVC"やMMA101 

のような熱可塑性樹脂との複合化など多くの研究がな

され，実用化もされている． しかし，熱硬化性樹脂と

の複合化に関しては ，酵索の固定化担体としてフェノ

ール樹脂"'との報告などしかみない．ゼラチンは水

に可溶である ．従って，オリゴマー水溶液とゼラチン

水溶液は容易に混合でき ，両者の漏合溶液から得られ

る複合体は，ゼラチンの特性を備えた新規な尿索樹脂

として期待できる．

このような観点からわれわれは尿索樹脂にゼラチン

を複合化 させることを試みた．前報において ＂），ゼ

ラチンを低温でゲル化 させることにより，複合体の強

度が向上し，オリゴマー溶液とゼラチン水溶液を均一

に洸合することにより光学的性質の優れた硬化物が得

られることを報告した．

今回，尿索樹脂の反応温度及び時間を変えて待られ

た種々のオリゴマーとゼラチンを混合して複合体を調

製し，硬化挙動について検討した結果を報告する ．

＊皮革分場

2.実験

使用した試薬はすべて市販品をそのまま使用した．

悦拌枠．遠流冷却器を装備した三ロフラスコに尿紫

80g, 37％ホルムアルデヒド水溶液150ccと28％アン

モニア水4ccを入れ，pH9.lに調整し，種々の条件で反

応を行った反応終了後，オリゴマー液のpHを測った後，

ゼラチン水溶液を滉合し，アスピレータで憐縮した．

この沿縮液を前報と同様に処理して，ゼラチンを含む
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表 尿索／ホルムアルデヒドの反応条件の違いによるオリゴマー

及びオリゴマー／ゼラチン漏合液の状態

反応条件 反応終了後の pH

40℃,1時間 8. 8 3 

50℃,1時間 8. 2 1 

60℃,1時間 7. 1 3 

70℃,1時間 6. 0 4 

80℃,1時間 5. 7 9 

60℃,2時間 6. 5 2 

60℃,3時間 6. 2 6 

尿索樹脂（ゼラチン複合体）を得た．

成形材料の硬化挙動はディスクキュアテスト及び示

差走査熱屈測定 (DSC) により評価した．ディスク

キュアの試験方法は， 5gの成形材料を140℃の試験機

熱板で1mm厚に圧縮しながら加熱時間を種々変化さ

せたさ らに ，これら加熱時間の異なる試料に対して，

それぞれ10トンの高荷重をかけると延びの異なった円

板状成形品（ディスク）が得られたので，この円板延

びの違いを見掛けの硬化速度として評価した． DSC

はセイコー俎子製DS C120を用いて， 昇温速度5℃/

minで測定した．

3.結果及び考察

3.1 尿索樹脂合成条件の違いによる混合液の状態

尿索とホルムア）レデヒドの反応はpHに荏右され―-

pHが下がるとメチレン化反応（縮合反応）恐起こ湘酒令

溶性の沈殿物が得られることは成芭に述べられている＂．

この事実から，表に種々の反応条件で得られた尿索

とホルムアルデヒドの反応終了後のpH値とオリゴマ

ー及びオリゴマー／ゼラチン混合液の状態を示した．

表から尿索とホルムアルデヒドの反応が80℃,1時間

の場合，反応終了後のオリゴマー液は白く濁り，その

時のpHは5.79まで低下したこの反応条件では，pH

の降下に伴い不溶性のメチレン化合物が得られ，不透

明になったと思われる．

次に反応条件が70℃,1時間及び60℃,2時間の場合，

反応終了後のオリゴマー液は透明であるが，ゼラチン

と油合後，燐縮すると白濁し不透明な溶液となった．

この場合，反応終了後のpHは約6であるため，若干の

メチレン化反応がおこり，ゼラチンとの相溶性が悪く

なったことが原因と考えられる．

オリゴマー液 オリゴマー／ゼうチン況合液

透明 透明

透明 透明

透明 透明

透明 不透明

不透明 不透明

透明 不透明

透明 不透明

反応条件が40,50,60℃で1時間の場合，透明で均一

な複合体の混合液が得られた．これらの結果から，反

応を60℃,1時肌以下の条件で往うと，最終pHが中性

またはアルカ '}1歴に意りl塔呟チツとの相溶性が良好

な複合体が得られることがわかった．

3.2 複合体の硬化挙動

得られた複合体のディスクキュアテストの結果を図

1, 2に， DSCによる硬化発熱曲線を図 3に示す．

熱硬化性樹脂は，オリゴマーを成形機内で加熱するこ

とにより， 三次元化した硬化物が得られるため，再び

溶融することはない．従って，加熱によるオリゴマー

の流動性の変化，すなわち硬化特性を把握することが

不可欠である ．成形材料中のメチロ＿ル基は加熱によ

って縮合反応して三次元硬化するために流動性は加熱

時週上共に低下する．そして，約10秒後には80mmの

博疇びを示し，その後円板延びは一定になる ．また

初期の円板延びは，尿索とホルムアルデヒドの反応温

度が扁くなるほど，また反応時間が長くなるほど低下

する傾向を示した．

図 3のDSCの結果から ，反応が40℃,50℃,60℃

1時間か ら得られた複合体の硬化曲線は 1つのプロー

ドなピークを示す．しかし，それ以外の反応条件から

得られた複合体の硬化曲線には極大を示すピークが 2

または 3個存在し，複合体の相溶性が悪いことを示唆

している。つまり，表で示したように，ゼラチン／オ

リゴマー水溶液が均ーであれぱ，極大のピークは一つ

になるが，不均ー系になると複数のピークが現れ，発

熱瓜も小さくなる。これらの結果から，尿素樹脂を合

成する条件が60℃かつ1時間以下であれぱ，そのオリ

ゴマーから得られる複合体の相溶性は良好であること

がわかった。
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尿素／ホルムアルデヒドの反応条件を変えて得られた

ゼラチン複合体のディスクキュアチャート (140℃)

4.結論

尿索とホルムアルデヒドの反応条件を変えて得られ

た種々のオリゴマーとゼラチン複合体を合成した結果，

反応温度及び時間は60℃,1時間以上になると相分離

した況合液が得られ，硬化ピークが分離することがわ

かった。一方 ，60℃,1時問以下の反応条件では，ゼ

ラチンとの相溶性が良好な複合体が得られた。
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床革の堅ろう染色法に関する研究ー 2
反応染料による染色堅ろう性の改善

田口義叢 元吉治雄・

要旨

反応染料は，染色条件（温度 ．pHなど）が銀付きクロム革にとって過酷である

ため，ほとんど使用されていない．先に，黒色反応染料を用いて，pH条件が床革

の染色性に及ぼす彩響を検討した今回は，黒色で良好と認められた条件について，

他の色でも同様の結果が得られるか検討した．その結果，本実験においても前処

理pHに関係なく，染色pHlOそして定舒pH3に調整した染色革は，色沿度が大で染

色堅ろう性も良好であった．

1.緒言

床革は，銀付き革のように仕上げで着色を行うこと

が少なく， ドラムでの染色結果が製品革の染色堅ろう

性に最も影響する．染色条件が過酷なため ＂” 皮革染

色にはほとんど使用されていない反応染料を床革↓こ応

用できれば，染色堅ろう性の向上が期待できる先R,

pH条件が黙色反応染料の染色に及ぽす影愕を検討し”,

前処理pHに関係なく，染色pHlO・定:rfpH3.2の条件が，

染色性および染色堅ろう性が良好となることを認めた．

本報では，梵，赤そして青色反応染料について，黒色

反応染料で良好と認められた染色条件に従って染色し，

染色性および染色堅ろう性について同様の検討を行っ

た．

2.実験方法

2. 1 試料革

床革のような起毛革は，線維の方向および長さによ

って光の分光反射率が変化するのでI)'分光測色計を

用いて染色堅ろう性を評価する試料には適さない．そ

こで，前報同様に”クロム鞣し銀付き中牛革をモデル

試料革として用いた．試料革を， 1.2mm にシェーピ

ングしてからアセトン脱水した後， 4.5cmX10cmの革

片を採取し，ランダムに4枚1組（預紐：約12g)とし

て1実験に供した．

2. 2 染色方法

反応性染料は，ピリミジン系のDrimareneYellow 

K-3GL, Red K-4BL, Blue K-BL (Clariant社製）を用

いた．染色は，前報同様＂水温35℃で行った．染色条

件は ，前処理pHを無調整 ，7,10,染色pHlO,定行

pHを3.2（以後3と略す）， 5,7にそれぞれ変化させ，

表1に示す組み合わせで行った．

染色処方は，以下のごとくである．

水戻し ：250ml水で10分間回転．

前処理： 200ml水に所

定屎の炭酸水索ナトリウ

ムまたは炭酸ナトリウム

を添加して60分問回転し

p即ま なは叫10に関整

無溺整⑰燭合は200mlの

水で60分間回転した．

染色 ：100ml水，染料

lg,硫酸ナトリウム3g

で30分間回転．所定屈

の炭酸ナトリウムを添

加して更に60分間回転

し，pHlOに調整

定沿処理：染色浴に

所定屈の10％ギ酸溶液

を添加して30分間回転し，pH3,pH5またはpH7に調整．

水洗： 200ml水で10分間を 2回．

水切り：ろ紙に挟み3kg加直下に10分間静紅．

乾燥 ：80℃で3時聞．

味入れ ：40℃ •80%RHの条件下で24時間．

延伸：ろ紙に挟み， 40℃/20MPa/2min加圧を2回

再乾燥： 40℃で3時間．

表1 染色条件

試 目標pH
験

No 前処理染色定沼

5
 

?
1
 

3
 

0

0

 

1

1

 

―― 
1

2
 

T

T

 

7

⑫

5

7

認

5

7

1
0
1
0
1
0•印

1
0
1
0
1
0

＿
7
7
7
1
0
1
0
1
0
 

3

4

5

6

7

8

9

 

T

T

T

T

T

T

T

 

芍支革分場

2. 3 染色性の評価

染料の染抒率は，染色排液と水洗液について，分光光

度計により，黄色は350-600nm,赤色は350-650nm,

百色は350-750nmの吸光度を測定し，面和計節により染

料残存品を求め，染着率（％） ＝lOOX｛（添加狐一残存F
）／添加即を節出した．革の色沿度は、分光測色計に

より光源：D65,視野：10度，波長：焚色は450nm,赤

色は550nm,W色は600nmにおける染色革の分光反射

率(R%)から ，K/S=I (100-R)'/2Rl /100を符出した．

2. 4 染色堅ろう性の評価

序擦堅ろう皮試験：クロックメーターを用いて乾燥，

湿潤，酸性汗，アルカリ性汗を行った．洗潅試験 ：ド
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ライクリーニングとウェットクリーニングを行った．

耐光試験：紫外線カーポンアーク灯光を20時間露光し

た．試験は全てJISに基づいて行った

革の変退色ならびに添付白布の等級の測定は，試験

前後の革と涼付白布を分光測色計により2.3の条件で

測色し，試験前後の色差 (LlE"ab)を求め，それを

JIS L0804およびJISL0805に準じて換坑した．

3 結果と考察

3. 1 染色性の結果

染色性の結果を図1に示した．染着率が高く，沿色が

得られる染色条件は，黄，赤および音色のいづれにお

いてもTl,T4, T7であった．即ち，いずれの染料に

おいても定祈pHを3に讃整することにより，溢い染色

性と沿色が得られることが認められた．なお，行色反

応染料におけるT8とT7では，染着率が低いにもかか

わらず，染色濃皮が商くなるという結果になっている．

iロロコOO[ 

旺□竺i
ロニ］fi

図 1 染色性の結果

（● 色沿度、 ▲： 染沼率）

3. 2 染色堅ろう性の結果

摩擦堅ろう度試験の結果を図2,3, 4, 5に示した．

乾燥摩擦は，黄，赤および斉色においてTl,T4, 

T7の条件で変退色と汚染が4級以上と揺い堅ろう性が

得られた．湿潤 ・酸性汗 ・アルカリ汗の変退色は3-4

級以上であった．湿潤における汚染は， Tl,T4, T7 

の条件においても， 2または3級であった．汗試験にお

ける汚染は，赤色において1-2級という結果が一部で

あった．しかし，その他においては2から3-4級の範囲

であった． Tl, T4, T7以外の条件で染色した革の

摩掠堅ろう度が謁いのは，染色性において染抒率が低

<, KIS値も低いためと考えられる．

洗潅試験の結果を図6, 7に示した． ドライクリーニ

ングでは，赤色の変退色と黄色の汚染は全ての条件が

4級以上であった．青および痰色の変退色は3級と低い

ものもあった．ウェットクリーニングでは黄，赤およ

び行色の汚染は全ての条件が4-5級以上と非常に良好

であった変退色は3級以下と低いものも認められた．

図 2

図 3

図 4

□
/
"
 

摩擦堅ろう度試験（乾燥）結果

（● :変退色、 ▲ ：汚染）
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耐光試験の結果を図8に示した．赤色の変退色は全て

の条件で3級以上であった．宵および黄色では2級以下

と低い等級を示した．耐光性は，染色条件よりも染料

の構造，即ち，光分解性に依存しているためと考えら

れる．
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図 5 摩擦堅ろう度試験（アルカリ汗）結果

（● :変退色、 .&:汚染）
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図 6 ドライクリーニング試験結果

（● :変退色、▲ ：汚染）

図 8 耐光試験結果

（● ：変退色）

4. まとめ

本報告では，先の黒色に引き続いて赤，脊および装

色の反応染料について検討し，以下のことを認めた．

1)前処理pHに関係なく，定着pH3の染色条件により，

黒色染料と同様に染舒率が高く沿色が褐られた．

2)この条件で染色した革の摩擦堅ろう性は高い等級

を示した．

3)洗濯試験の変退色および汚染は，前処理pHの選定

により商い等級が得ることができた．

今後、最適と認められた染色条件で半裁床革の染色

試験を行い，実用化の予備的な検討を行う予定である．
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図7
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省尿素捺染加工技術一染料濃度変化と必要尿素添加量の関係

由良好史大萩成男 解野 誠司 谷 正 博

1．はじめに

セルロース系繊維のプリント 加工では，多瓜の尿索

が捺染糊中に固符助剤として添加されている。これら

の尿索は加工後不要となり．排水中の窒素沿度の増加

をもたらす．規制強化が想定される今日，関係各社に

おける分別処理 •他排水との滉合希釈などの低減化努

力は限界に達している ．これまで，尿索使用団をその

発生源で低減化することを目的として． 1)捺染糊に

添加される尿素の働き ・吸湿効果， 2)固着プロセス

前における加工布の状態の影評等について検討してき

た．本報告では，異なる染料憑度における安定発色の

ために必要な尿索添加拭について検討した．

2．実験

プリントに常用される染料から，溶解度等の異な っ

た4種を選択したまた，下記の条件で色糊を讃製，

常法により印捺 ・過熱蒸気 (HT)処理 ・洗浄を行い，

その発色結果から両者の関係について検討を行った．

2.1．試料作成

・使用染料

1) Cibacron Red P-B (CJ.Reactive Red 24) 

2) Cibacron Blue P-3R (CJ.Reactive Blue 49) 

3) Kayacion T.Blue P-NGF(C.I.Reactive Blue 15) 

4) Kayacion Blue P-GR (CJ.Reactive Blue 5) 

・染料濃度

0.1~4％（固形分相当）で5~6段階を設定

．尿索浪度

0~20％で4～ 5段階を設定

・固抒条件

HT108℃XlO分，染料 2) については，湿度条件を

変化させその影評を検討した．

よる発色効果と安定性が認められる．それ以上の添加

は，この固着条件においては，発色低下をもたらす．

しかし， 2％以下の染料濃度にあっては，同様の効果

が認められない．こうした発色性と尿索添加屎との関

係は， 全ての染料に共通した傾向である．図2は， H

T固行における湿度条件を変化させたときの発色につ

いて，尿索添加菰との関係を示したものである ．固若

環埃湿疫の低下に従って，尿索添加の効果が現れてお

り，特に謁染料憐疫において発色効率と安定化に必要

な尿素屈の増加が顕著である．また，図1に示した捺

染布の固着条件では認められなかった，染料沿度2%

における発色にも尿索添加の効果が現れている．ただ，

0.5％程度の染料沿度にあ っては，こう した過酷な固

抒条件であっても，尿索添加の効果が認められない．

4．まとめ

染料沿皮の増減により，安定発色を得るための必要

な尿索品が変化する ことが確認され，湿度などの固舒

条件とも関連するが，染料濃度1％未満では現行尿索

屈の削減が可能と考えられる ．また，尿索の作用機構

に関しては，固抒プロセスにおける吸湿 ・染浴の形成

だけではなく，染浴内での染料溶解への寄与について

も考慮する必要がある ．

[a] Cibacron Red P-B [b] Cibacron Blue P-3R 
30、.●999●●9999999999999 9,  10 

20 
のシ し ． ． 5 
10 

O' 
T - ゜゜
10 20 

゜
10 20 

尿素濃度 （％）

2.2発色性評価

分光測色計により反射率を測定し，

各染料の最大吸収波長における

K/Si直を勾出した．

3結果

染料沿度および尿索添加凪の異

なる捺染布の発色性(K/S)を，図1

に示す．最も染料沿度が高い場合

(4%), 5~10％程度の尿索添加に

10 

g 5 

゜

[a] 108℃/75% 

図1 HT固蓑による発色(K/S)と尿素濃度との関係

染料濃度 ▲ 4% ● 2％ ■ 0.5% 

(b) 108℃/70% [o] 108℃/50% 
10,-----------, 10 

5
 

゜

5
 

゜0 10 20 0 10 20 0 10 20 
尿素濃虔（％）

図2 HT固着（湿度を変化させた場合）による発色 (K/S)と尿素濃度との関係

染料 Cibacron BlueP-3R 染料濃度▲ 4％ ● 2％ ■ 0.5% 
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ウメペクチン分解物のヒト前骨髄性白血病細胞由来細胞株HL60の増殖に及ぼす影響

尾崎嘉彦’ 中内道世’ 山西妃早子’ 池本蛍明'

1．はじめに

ウメ果実に含まれるペクチン質の生理的機能の開発

についての研究の一環として，ウメペクチン質の酵索

分解物がヒト前骨髄性白血病細胞より樹立された

Hし60細胞釈の増殖に及ぼす影響についての検討を行

った．

2．実験

1999年産ウメ果実（南商種）からペクチン牲を酸熱

水抽出し，市販のペクチン質分解酵索を作用させて，

分解物を閤製した．使用した酵索は pectinlyase（シグ

マ社製 Aspergillusjaponicus 由来精製酵索）および

polygalacturonase（合同酒精嬰Pectinase-GODO,

Trichosporon penicillatum SN0-3株由来粕製酵索）で

あり，polygalacturonaseを作用させる場合には，ウメ

ペクチンにあらかじめpectinesterase（シグマ社製オ

レンジ果皮由来精製酵索）を作用させ，メトキシル碁

を解離させたものを基質とした．酵索反応後， Hiload

16/60 Superdex 75 pgカラムを使用し ，ゲル沌過によ

る分画を行い ，平均分子凪の大きい順に，

polygalacturonase分解物はPG-I, PG-II, PG-III, 

pectinlyase分解物はPL-I,PL-II, PL-IIIのそれぞれの画

分を紺た．

ヒト前骨髄件白I(fl病細胞由来細胞株HL-60 (RCB 

0041)は理研細胞バン クより分譲 を受けたものを，

10%FBS含有RPMI-1640培地中で， 37℃ ,CO,・5％の

環境で培喪して．実験に用いた．1X 10• cells /mL 

の沿度に細胞を播種し， 3~4日毎に継代した．また，

並行してマウス胎児線維芽細胞由来細胞株Balb/c

3T3-A31-1-1 (IF050070)を用いて細胞詣性の評価を行

った．

HL-60細胞は10%FBS含有RPMI-1640培地に懸濁し，

96穴マイクロプレートに5X10'cells/wellとなるよう

に播種したまたBalb/c 3T3-A31-1-1については，

10%FBS含有DMEM培地に懸濁し， 96穴マイクロプレ

ートに3X10'cells/wellとなるように捕種した．細胞

懸濁液100μ Lに対して，それぞれ5μ Lのサンプルを

}J1]え て， 37℃ ,CO,・5％の環境で3日間培挫した後，

細胞数の変化をMIT法”により測定した．

謎函艮およ召螂

Pectinlyaseによる分解物PL-I,PL-II, PL-IIIは培

喪液中の浪度が1000μ g/mLの場合には，いずれも

HL-60に対して20~30％程度の増殖阻害を示したが，

それ以下の濃度では，ほとんど増殖に影響を与えなか

ったまた， Balb/c3T3-A31-1-1に対しては， PL-II,

PL-IIIで1000μg/mLの場合に10~20％程度の増殖阻害

を示したが，それ以下の沿皮では，ほとんど増殖に彩

孵を与えなかった．PL-Iは1000μ g/mLの場合にも殆

ど増殖阻害を示さなかった．

方， Polygalacturonaseによる分解物では， PG-II

, PG-IIIは1000μg/mLの場合に20~30％の増殖阻害を

示したが，それ以下の涼度では培殖に は殆ど影響を与

えなかった．これに対して， PG-Iはいずれの浪度でも

20％程度の 増殖阻害を示した（図） ． またBalb/c

3T3-A31-1-1に対しては ，PG-I,PG-II, PG-IIIのいず

れのサンプルも 1000μ g/mLで20％程度の増殖阻害を

示したが，それ以外の沿度では，殆ど妍殖に影孵を与

えなかった．

PG-Iが有するHL-60増殖抑制効果はpolygalactu ronase 

処理により発現するものなのか，あるいはその前段階

のpectinesterase処理により発現したものかは，これ

までの実験では結論づけることができない．この後 さ

らなる検討が要求される ．
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図 PG-IがHL-60およびBalb/c 3T3 A3 l -l -l細胞の増殖

に及ぼす影評（口， HL-60;0,Balb /c 3T3 A3 l -l -l) 

4参考文献

I) Collins, S. J. et al.: Nature, 270, 347 (1977). 

2) Denizot F et al.: J. !11111111110/. Methods, 89, 271 

(1986). 
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無水コハク酸ーエチレンオキシド共重合体存在下での

ラクチドの開環重合

前田育克＇，前田拓也 ＇，山口和三＇， 久保田静男＇，

中山敦好八 川崎典起''山本襄＼ 相羽誠一2

緒言 循環型社会構築を背尿として，生分解性ボリ

マーヘの期待が高まっている ．軌を一にするように自

然環境下での炭索サイクルの頂要性が増し、天然百源

の有効利用が叫ばれている．生分解性ポリマーである

ポリ乳酸（ポリラクチド）は、天然山来のグルコース

の発酵で合成される乳酸を原料とすることから，リサ

ィクル型生分解性ボリマーとして脚光を浴びている．

しかし，ポリ乳酸にも欠点が幾つかある例えば，柔

軟性，加工性，生分解性などが乏しい．ポリ乳酸の改

竹は，やがて来るポリ乳酸の大猷生産，大屈消伐に向

けて重要な研究課題と言える．

一方， （無水コハク酸ーエチレンオキシド）共重

合体 (PES)は，生分解性制御を目的に開発されたマ

クロモノマーで分子虹3000から20000程度で，片末端

に水酸碁を，もう片末端に力）レポエトキシ碁を有する

ポリエステルである．1-ZJ

本研究は、ポリ乳酸の改質を目的に， PES末端の水

酸基を重合開始点に乳酸の二磁体であるラクチドの開

環甫合について検討した．

実験 PESの合成法はすでに報告した． ＂ （分子屎

4000~7000,組成 [E]/ (SJ =52/48,51/49モル％．）

重合管にPES(lg)と所定位のラクチ ド(0.5~4g),

0.05gのオクチル酸スズを入れ、液体窒素中で冷却し

減圧下で封かんした．重合温度110~170℃で2.5~19

hで頂合させた．重合終了後，重合物をクロロホルム

に溶解させ，濾過し，濾液をエバポレートし，石油工

ーテルにより沈殿させた後、沈殿物を真空乾燥させた．

結果と考察 各重合条件下での開環重合収率は， 75

~95菫屈％であった．比較的低分子拭ボリマーの'H

NMRスペク トルから ，PESとボリ ラクチドとの連結

部のメチルプロトンシグナルが観測され，合成ポリマ

ーが両者のプロックボリマーであることが確認された．

また， GPC曲線は，原料ポリマーのPESのGPC曲線と

比較して悩分子址側に シフトし ，前述のことを褒付け

た．各頂合温度(110,145,170℃)で合成したポリマーの

DSC曲線を図に示す．直合温度の上昇に伴い、重合時

間を誼合温度110と145℃では、結晶化(110℃前後）と

結晶融解（140~160℃)のピークが観測された．また，

1材料技術部， 2大阪工業技術研究所 有機機能材料部

それぞれのピークはシャープであるのに対し，正合温

度170℃では．結晶化及び結品融解ピークがプロード

となり，しかも，曲解ピークが低温側にシフトした．

このことは．頂合温度の上昇に袢い，エステル交換反

応等が進行し，プロック鎖長が短くなったことが原囚

と考えられる．また，菫合温度110℃では．ラクチド

の開環重合の進行に伴い、ポリラクチドの結晶化する

ため．堕合系が不均ー化する．重合温度145℃では．

融解温度に近くなることから、均ー系で重合が進行す

る．これらのことから．オクチル酸スズ触媒による

PES末端での ラクチドの開環頂合は、 140-150℃で最

も安定した状態で進行するものと考えた．

a 

n:2 

↓ 

l |b 

慕

I IJ:2 

c
 
c:2 

.so 

゜
so 100 150 200 
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Figure. DSC scans of block copolymers:a;llO℃ 

,19h,b;145℃,5h,c;170℃,2.5h. (2;second run.) 

参考文献

l)Y.Maeda,et al.,Polym.J.,29,836 (1997). 

2) Y. Maeda,eta.!.,J.Appl.Polym.Sci.,69,303 (1998). 

3)Y.Maeda,et al.,Polymer,38,4 717 (1997). 
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ゼラチン複合膜の複合改質ー熱による改質

前田拓也・前田 育克・中本知伸・元吉治雄．．

1. はじめに

ゼラチン (GE)は，生体吸収性に優れたタンパク烈

であり，食用や医用材料として利用されているが， 機

能が限定されることまた水に溶けやすい，接着性が強い，

硬くて脆いことなどから，用途に応じて架橋処理ある

いは異索材との複合化が行われている．キトサン (CH

）は，生体適合性および生分解性に優れた多糖で，GE

への複合化効果が期待され，多くの研究がなされている．

著者らは， GE乾燥膜の紫外線照射による改質＂および

GE・CH複合膜のアルデヒド蒸気による改質＂を試み，

他の方法に対する利点を報告した本研究では，食品．

医薬用新規材料の開発を目的に，仕込星を調整したGE

・CH複合膜を複合改牧した膜の耐水性．接着性などの

性状について検討を行った．

2.実験

GEに希ギ酸に溶解したCHを，両成分合計20gの50,

75およびlOOwt％添加したこれに蒸留水を加えて全菫

凪を180gに関整してから20℃で1時間GEを膨潤させ

た後， 60℃で溶解した融液をガラス板にキャストし，

10℃で3時間静閻してゲル化した後， 10℃で72時間送

風乾燥した．符られた複合膜を各温度 (60,90,120及び

150℃) 1分間および10分間ltonでプレスして仕込比お

よび改質疫の異なるGE・CH複合膜を讃製した．

膜の耐水性，接行性は，30秒間水に没泊した後紙の

間に挟んで200gの荷頂をかけ，膜と紙との接舒の有無

および膜の外観変化により閑べた ．膜の化学特性は，

紫外線スペクトル測定器（（株）島津製作所製，UV220

）による紫外線吸光度測定を行った．

3.結果と考察

得られたGE・CH複合膜は，原さがいずれも約0.2mm

の透明な膜で， CH絋が妍すと沿黄色になる ．GE・CH

複合膜は，未処理では紙との品い接舒性を示し，さらに，

水に直ちに解けて耐水性が認められなかった．60およ

び90℃で1分1i]プレスした複合膜は， 外観，耐水性，接

沼性ともに変化は認められなかった．120および150℃

で1分間プレスした膜は，赤褐色となり紙との接行性

が低下し，耐水性を発現した．CH単独膜は， 60および

90℃で1分間プレスでは，外観，耐水性，接符性ともに

変化せず， 120および150℃で1分間プレスでは，外骰，

接行性は変化 しないが，耐水性は発現した．各温皮で

10分問プレスした複合膜は， 60℃では変化が認められ

なかったが， 90℃では，外観変化を伴わず紙との接着

性が低下し，耐水性を発現した．熱改質によってGE・

CH複合膜でCHのOH甚とGEのNH,碁との間の水素結

合およびカルポニル基とアミノ碁との間のメイラード

反応による分子間架梢が起き接着性が低下し，耐水性

が発現したものと考えられる．また，赤褐色化はメイ

ラード反応およびGEの変成によると考えられる ．

紫外線吸光度測定により90および120℃で改質した

複合JI炭は480nm付近に特有のピークを持つことを認め

たこれは， GE-CH間の水索結合およびメイラード

反応による複合膜の変化と考えられる．

4.文献

l)T.Maeda,H.Motoyoshi,PolymerPreprints,Japan,45, 

2,302 (1996) 

2)T.Maeda,H.Motoyoshi,PolymerPreprints,Japan,46, 

10,2211(1997) 
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二酸化チタン光触媒担持体の開発

今西敏人• 小畑俊嗣＂

1.はじめに

本研究では，ゾ）レーゲル法によって，多孔竹シリ

カゲルに二酸化チタン薄膜＂＂を形成した，シリカゲ

ル担持二酸化チタン光触媒を用い染色／桂水の脱色につ

いて研究を行ってきた． しかし ．光触媒を染色廃水の

脱色に利用するためには，時間がかかるという問閣が

あった．この光触媒について分析俎額で観察するとニ

酸化チタンはシリカゲルの表而陪約100μmに存在し

それより内部には確認されず，担持体の中の二酸化チ

タンの比表面積は約50m'/gであると推定できた．そ

こで， ①シリカゲルの内部にまで光触媒を担持させる，

②比表面積を増やす，を目標として効率を向上させる

ためシリカゲルヘの二酸化チタンの担持方法について

検討を行った．

2.実験

2-1．シリカゲルの前処理

シリカゲルに二酸化チタンをコーティングするエ

程においてアナターゼタイプの二酸化チタンを符るた

めに約500℃での熱処理が必要となってくる．そこで，

市販のシ リカゲルに熱履歴を与えることでその比表

而栢の変化について検討した．

2-2．コーティング

0.5molのチタンテトライソプロポキシド (Ti(Oi-C3 

H 7) 4)と0.25molのジエタノールアミン (NH(C2H4

OH) 2)をエチルアルコール 11に溶解し，充分に撹拌し，

コーティング溶液とした．つぎに， 2-1で準備した 4

種類のシリカゲルを，コーティング溶液に没せきして

真空容器に入れシリカゲルからの気泡発生が無くなる

まで兵空に保持し溶液を含没した．溶液から取り出し

て真空乾燥した後，大気中500℃で2時間加熱処理を行

い薄膜を形成した．この操作を3回繰り返して行った．

3.結果および考察

3-1．シリカゲルの前処理

500,600,700℃で熱処理したときのシリカゲルの比

表面和の変化をを表 lに示す．

•材料技術部 ••化学技術部

表 1.熱処理温度とシリカゲルの比表面和

処理温度（℃） 1未処理 1 50° |600 | 700 

比表面積 Cm'/g) I 650 I 550 I 500 I 300 

3-2．コーティング

得られたシリカゲル担持二酸化チタン光触媒の比

表面和を表 2に示す．表 1と比較すると前処理を行っ

ていないものを除きコーティングの過程における比表

面積の増滅は見られなかった．これは，未処理のもの

は光触媒をコーティングするときの熱処理でシリカゲ

ルが形状変化 したためで，それ以上の熱履歴を前処理

において与えていたものは，その後のシリカゲルの形

状変化が無かったものと思われる．また，走査型分析

俎額で観察したところ，未処理のものはその表陪部で

Tiの分布が観察できたが， 内部ではTiは分布 していな

かったシリカゲルの表倍にのみ二酸化チタンがコー

ティングされていると思われる． しかし，前処理を行

ったものは，その内部にまでTiは分布していた．シリ

カゲルの前処理を行いコーティング液を真空含浸する

ことで比表而和が約500m'/gで内部まで光触媒をコー

ティングした担持体を得ることができた．

表 2.担持体の比表面和

こ：I：::1:::I:::
しかし ，反応染料 (Blue5) を用いた染料の脱色実験

では， 脱色に要する時間は，比表面和に相関が見ら

れずポア径による影評も受けると思われる結果であっ

た．

4.文献

l)峠田 博史，環境管理， Vol32.No.8 (1996) 

2)峠田博史，渡辺栄次，加藤 一実 用水と廃水，

Vol38, No.4 (1996) 
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CCA処理木材のヒ素残留率に及ぼす加熱温度の影響
梶本武志

1．はじめに

CCA処理（クロム，銅．ヒ索加圧注入処理）された

建築解体材が．土台だけで今後． 20万m3排出される

事が予想されている ．＂再利用あるいは．安全廃棄の

必要性が高まってきている ．多くの処理方法が検討さ

れているが， 2）日本では． CCA処理木材の廃棄処理技

術が確立されているとは考え難い．

CCA処理木材の熱に対する挙動は，不活性ガス中で

は．無処理木材と比べると．熱分解されやすく．炭化

残さが多いという結果が符られている ．＂靡棄処理の

手法として熱による減容化は一般的に行われている手

法である ．しかし， CCA処理木材を焼却すると．薬剤

成分であるヒ索が大気中に揮散するおそれがある ．大

気中での燃焼挙動は，初期の段階で ヒ索の揮散は終了

し．残さ中に安定な形となって残存する事が報告され

ている ．＂

そこで，今回は．ヒ索揮散を抑制するため．試料室

を不活性ガス雰囲気として， CCA処理木材の燃焼にと

もなうヒ索残留率について検討を行った．

2．実験方法

2-1原材料．

原材料は通常に処理されたCCA処理木材（樹種 ：米

ツガ， Tsugaheterophylla sarg.CCA2号）を，ウイレ

ー式粉砕機にて粉砕し．ふるいの目の開きで1.68mm

以下のものを使用した．また，重瓶減少究の比較のた

め，無処理木材（樹種及び粒の形状は上記と同じ）を

用いて同時に加熱処理を行った

2-2．加熱条件．

加熱には俎気炉(HATAELECTRIC MFG CO.Ltd製）

を用い，温度は300℃ ,600℃,800℃に設定した．室

温から設定温皮まで昇温し，到達した時点で}JI]熱を終

了した試料室の雰囲気は，不活性ガス（窒索ガス，

純度99.95%) とした．

2-3.ヒ索定砥

加熱後に得られた残さを， JISA 9106 f寸屈書木材防

腐剤の吸収屈の測定方法に従い，ヒ索を原子吸光分析

装誼（ジャーレルアッシュ製，水索化物発生装四を使

用）で定瓜した．

3結果と考察

3-1．直抗減少率

CCA処理木材及び無処理木材の重磁減少率を図1に

示す．重凪減少率は300℃ではCCA処理木材の方が，

また800℃では無処理木材の方が大きくなっている事

が確認できた．

90 
80 

全70

叶正』』 廿Iロニ：：材
漢 30
麟 20
躙 10

゜300 600 800 

加熱温度（℃）

図1． 重量減少率

3-2．ヒ索残留率．

加熱温度別のヒ索残留平を図2．に示す．大気中にお

いて800℃で燃焼実験を行った文献のヒ索残留率と比

較すると，本実験の方が店い値を示した．不活性ガス

中では木材自身の燃焼が抑制 されたため，ヒ索残留率

が高くなったのではないかと予想される ．しかし，今

同の実験では， 加熱条件が昇温加熱であり，また，ヒ

索全体の収支に基づく結果ではないため，さらに検討

が必要であると考えられる ．
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図2.加熱温度とヒ素残留率との関係

材料技術部．
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酵素を用いた染料の脱色に関する研究

阪井幸宏・ 中岡元信 高 辻 渉

1. はじめに

現在，染色工場における廃水処理は活性汚泥法による

生物処理が多く取り入れられているものの，凝某剤によ

る凝梨沈澱や塩索系の薬品による脱色など化学処理も併

用されている．今後．凝梨沈澱でできた大凪のスラッジ

や余剰汚泥が処理施設の問超等で処分できなくなる可能

性があり．業界でもスラッジの処理や余剰汚泥のでない

洸水処理技術が期待されている．また，化学薬品を大瓜

に使うことによる工場やその近辺に悪臭がたちこめたり，

人体や生態系への影密も懸念されている．そうした問題

を解決するため．本研究では酵索による脱色を廂水処理

の一工程に取り入れた処理法を検討している．

昨年までの研究でペルオキシダーゼ(Peroxidase)が染

料の脱色に有用であることを報告した．そこで，迫伝子

組換え技術を用いてこの酵索を大ll祖苗内で大址発現させ

機能解析を行い，大屈生産の可能性を探ることを目的と

し研究を進めている．

今同は， 2種類のペルオキシダーゼ様迫伝子がクロー

ニングできたので報告する．

2.実験

2. 1 菌株

クローニング用に Escherichiacoli MV1184 JM109を．

大凪発現用に Escherichiacoli B121(DE3)を用いた．

2. 2 ペクター

クローニング用にpUC119を．大紋発現用にpETlla

を用いた．

2. 3 試薬

PCR(Polymerase Chain Reaction)用ボリメラ ーゼは

TaKaRa Ex Taq（宝）を制限酵索はBamHI,EcoRI, 

Ndel, Pstl （宝）を，ライゲーション用試薬としてDNA

ligation Kit Ver.2（宝）を使用した．

2. 4 方法

すでに配列が明らかになっているペルオキシダーゼ迫

伝子のDNが盆基鈷拇をインターネwM痰索により入手し．

その配列を元にPCRfflプライマーを作成した（図1).

Upper primer 
I U TTCCAAGMTTCTMCATATGGGMAGTCT 
2U CCMGMTTCTAACATATGACGMGAACTACCCM 
3U ACGAGCTGCAGACATATGM― 1しlllCCATCTC
4U CCCGMTTCGCACATATGGGTAGCCAGAGT 
5U GMGMTICAGCATATGGCTCCCMGGGTTTM 

lower primer 
IL CAAGGATCCCCTMACGTIGC汀AGGCA
2L CAAGGA1℃CCCんAんヽCGI1UCI•「AGじCl•
3L TCAAGGATCCACAGCTI紐 GCATCAGCMA
4L CTATGGATCCTAATCCA1TfAGATIG 
SL MAGGGATCCTfAGTIATIAACTC 
6LいGCGGGATCCMTI氾 GGCTCCTC
7L MGGGGATCCMATI℃AAGGGTCCTG 

図1 PCR用プライマー配列

・化学技術部

ACGTはヌクレオチドの出店
をJいしている．
A:アデニン ．C：シトシン．
G：グアニン． T：チミン

これらのプライマーを用いてPCRにより DNAを合

成し，pUC119でクローニングを行った． さらに，大

貸発現用ベクタ ーpETllaに必要領域を組み込んだプ

ラスミドを構築し， E. coli BL21(DE3)に導入し大品

発現用大腸菌を作成した．また，取得したD.N.A断片

が目的の配列を有しているかの確認を DNA'>'ーケン

サーで塩基配列の決定を行っているところである．

3.結果と考察

インターネット検索したところ，目的の生物由来の

ペルオキシダーゼについて， 8つの酵索の全塩碁配列

が報告されていた（表1).

DNA塩基散 アミJ惧残墓RUpper Lower 
(bp) (aa) primer primer 

知 0巾ateperoxidase 753 250 1U 1L 

知 orbateperoxidase（ゆx1) 753 250 2U 3L 

Ase血 ateperoxidase(Apx2) 753 250 1U 2L 

Peroxidase(GMIPER1) 1065 354 3U 4L 

Peroxidase(PC7) 993 330 4U 5L 

Cationic peroxidase 2{Prx2) 996 331 5U 6L 

Peroxidase (Prx2b) 1011 336 5U 7L 

Peroxidase(Ep) 2983(1059) 352 

表1 検出したペルオキシダーゼ

上記8つの酵索のうち7つ（上から7つ）の追伝子を

取得するためPCRを行ったところ， 2つの迫伝子を含

むと思われるD N A断片が取得できた（図2).

レーンI:サイズマーカー(A/Hi11dllり

2 : pUC119/ BamHI 
3: pUCll引Prx2/BamHl+£coRI
4 : pUC119-Prx2b/BamHl+£coRI 

図2 1％アガロース電気泳動結果

これらのDNA断片をpUC119とpETllaを用いてクロ

ーニングし，塩碁配列決定用プラスミドと大址発現用

プラスミドを構築した現在，塩基配列の決定を行っ

ている最中である．
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産業用 CTスキャナによる三次元測定技術に関する研究

断層像の寸法測定精度

古田茂，坂下勝則

1.緒言

産業用 CTスキャナ （東芝FAシステムエンジニアリング（悧

TOSCANER-24200AV:以下CT)は物体を破壊する

ことなく任意の位囲の断翔像を得る装囲である ．これ

は物体を透過したX線を検出 し，人が直接観察できな

い製品や部品の内部を画像化するもので，欠陥 ・異物

検出や寸法測定ができる ．X線透過凪は物体の材質と

密度及び厚さにより異なるため， CTの断陪像から寸

法測定する場合，撮影条件および画像表示の最適な設

定が必要となる ．そこで，材質及び形状の異なる試料

をCTで撮影し，寸法測定粕疫の検討を行ったので報

告する ．

2.実験

2.1 段差試料

鋼 (S45C) ， 梵銅 (C3604) ,7ルミこウム (A5052) の

棒材を旋盤で外径10~70mm(10mmビッチ）に段差加

工した．次に，細穴放電加工機で試料の中央に0.3mm

のホール加工を行ったこの試料を CTで撮影し，ホ

ールの検出と外径測定を行うまた外径は三次元測定

機（（恥ミットヨ製FJ704)でも測定し， CTとの測定

値の差を誤差とする．

2.2 ホール径測定試料

金屈 ・木材・ 樹脂など19種類の材料にボール盤と細

穴放俎加工機で．直径1,2,5,10,15mmのホール加工を

行った．これらの試料をCTで撮影し，ホール径と 外

径の寸法測定を行う ．また， 三次元測定機及び万能投

影機でも測定し， CTとの測定値の差を誤差とする ．

2.3 CTでの寸法測定

CTでの寸法測定は，撮影した断附像で階凋レベル

と範囲を設定し，目視によりマウスで埠界をクリック

して行う．なお，すべての寸法測定値は 5回測定の最

小と最大値を省いた3個の平均値とする ．

3.結果と考察

3.1 ホールの検出と外径測定誤差

図lに段差試料のホール検出と外径測定誤差を示す．

0.3mmのホール検出では，鋼 ・費銅が 160mmまで，

アルミニウムが最大の 170mmまで確認できた．外径

測定誤差では正 方向がアルミニウムの 13 Oで

＊ システム技術部 機械システム担当

+0.39mm,負方向が鋼のf70mmで一0.51mmとそれ

ぞれ最大であった外径が大きくなるに従い，負方向

誤差が大きくなる ．これは外径が大きくなると X線の

透過菰が減少し， CT値が低くなり， 同 じ階濶レベル

と範囲では試料の表示が暗くなるためと思われる ．

鱗菫[JIIII) 〇 纏撼構遣111嵐膏鯛鯛材ぼ 5C)

目真● (C3紐）
..、
..、... 
... 9 

42  

...1 

.. I 

.., 

..、

...9 

0 ァルミニウム (A5052)

0．｀ホール櫨鯰 0：檜Ill
x:東檎出

゜が I 10 勾 30“”“70

図 1 ホールの検出と外径測定誤差

3.2 ホール径測定試料の寸法測定誤差

図2にホール径測定試料の寸法測定誤差を示す．寸

法測定誤差は， 19種類すべて士0.4mm以内であっ た．

ホール径が大きくなるに従い，正方向に誤差が移動

する1項向となった．これはホール径が大きくなると肉

匝が薄くなり ，X線の透過位が増え， CT値が高くな

り，同じ階調レペルと範囲では明る＜表示される ため

と思われる．CTでの寸法測定では ，階調レベルと範

囲の設定により．画像の明るさが変化 し．境界が移動

するため測定寸法が異なる．このことから，さらに測

定精度を店めるためには，より最適な表示設定が必要

である．

亀島・(.,.J

-ll•” -ll•”-•、....." -·.., .`
→←”""譴●●-.....-. .... -- • -·· ―'“'“'u..̀ • 9..0999).... ---- - .... .... 

,,..,..，a.... -・-・.. -・-・.. →ー鸞,..... 
• •99C.- -nro... • -•m`v.. .. 

図2 ホール径測定試料の寸法測定誤差

以上，各種試料を産業用 CTスキャナを用いて撮影

した結果，以下のことがわかった。

(1)金屈の内部欠陥 (0.3mmかル）検出限界

(2)各種材料19種類のホールと外径の寸法測定籾J笈
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狭帯域動画像通信法に関する研究

ー画像QoS設定機能の開発一

井口信和・

ー

ー

1.はじめに

本研究では，狭帯域回線上での動画像通信のための

画像QoS設定機能（以下，本機能）を開発した．開発

した機能では， ー画面を注目領域と非注目領域に分け，

それぞれの領域について異なるQoSを設定する ．本研

究では，変化の大きな画像に対応するために，条件付

画素補允方式の設定をQoSの項目とする．開発した機

能により，変化の大きな画像による観察においても，

注目領域の画像のQoSを確保した狭帯域回線上での動

画像通倍が可能となる ．この機能をピデオツールに実

装し，機能を評価するための実験を行った．実験結果

より，開発した機能が良好に働き，狭帯域回線上での

動画像通信に有効であることを確認した．

2.画像QoS設定機能

本機能は，注目領城と非注目領域について，異なる

設定の条件付両索補充方式を適用する機能であり， 一

画面中に異なる設定の条件付画素補充方式による画像

を況在させて転送することが可能となる．本研究では，

それぞれの領域に対して以下のように条件付画索補充

方式を設定する．注目領域については，変化の大きな

部分が堕要な梢報である場合が多いので．ビデオ会議

ツールなどと同様な設定の条件付画索補充方式で転送

する．つまり，変化の大きな部分は有意画像として転

送する頻度を上げるが，変化の少ない部分は非有意画

像として転送する頻皮を下げる ．一方，非注目領域に

関しては，変化の大きな部分が観察に不要であると受

信側が判断した場合，変化の少ない部分は転送するが，

変化の大きな部分は転送しないようにする ．以上によ

り，注目領域のQoSを維持した画像転送が可能となる．

条件9寸画索補充方式は，インターネットでのビデオッ

ールと して広く利用されているvie,nv, CU-SeeMeな

どに実装されている画像符号化方式である．

本機能の動作は，受信側から RTP(Real-time

Transport Protocol)によ ってコントロールされる ．

RTPには ，RTPとコント ロール用プロトコルである

RTCPが含まれている ．本研究では，コントロール梢

報を管理するRTCPを用いて受信側からQoSを制御する．

具体的には，受信側のユーザがコントロー）レインター

フェイスを操作すると，その設定内容がRTCPによって，

受信側から送信側ビデオツ ールに通知さ れる． 送信側

ビデオツールでは，その設定内容に応じたQoSを設定

する ．

3．機能の評価

|}り発した機能をピデオツールに実装し，本機能の

実用性と有効性の確認を目的として，実験を行った．

器域，フレームレートおよび受信側に表示されるまで

の表示時間について ，vieおよびこれまでに開発した

注目領域のみ詳細機能（以下，詳細機能）と比較し，

評価した．観察の対象には，オプテイカルエンコード

部分に“裂の発生したサーボモータを用いた．サーバ

モータを分解し，亀裂が確認できるまでの様子を撮影

した．

表1帯城とフレームレート

本機能 I vic 

帯域(kbps)| 54.2 

7レームレート(fps)I 4.0 

57.6 

2.3 

詳細機能

55.6 

3.9 

表示時間(sec)

表2表示時間

本機能 I vic 

2.0 4.5 

詳細機能

2.0 

実験結果より，本機能の実装は詳細機能と同程度の

効果があることが分かった．また，非注目領域の変化

の少ない部分が注目領域と同じ画烈によって観察でき

ることに関して利用者から良好な評価を得た．

4.まとめ

本研究では，狭帯域回線上での動画像通信のため

の画像QoS設定機能を開発した．この機能をビデオッ

ールに実装し，実験を行った実験結果より，提案し

た機能が有効に働き，非注目領域に動きの大きな対象

が含まれていても，その部分を転送しないことで，注

目領域の画像のQoSを確保した狭帯域回線上での動画

像通信が可能となることが示された．本機能は，これ

までに聞発してきた機能と組み合わせて利用すること

ができるため，観察内容や場面に応じて，本機能と既

に開発した機能とを使い分けることによって，より多

くの分野への対応が可能となる．

（本研究は基本技術研究開発事業として実施した．）

＊システム技術部
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